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     （午前  ９時３０分  開会）  

○議長（浅田雅昭君）  皆様、おはようございます。本日もどうぞよろしくお願いい

たします。これから本日の会議を開きます。  

  御報告申し上げます。山下由美議員より、本日の会議に遅れる旨の届けが提出さ

れておりますので、御報告をいたします。  

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付しておりますとおりであります。  

  日程に先立ち、諸般の報告をいたします。  

  令和５年９月５日から令和５年９月７日の説明員につきましては、お手元に配付

しております議長宛通知書写しのとおり説明員の変更がありましたので、御報告を

いたします。これで報告を終わります。  

  それでは日程に入ります。  

     日程第１  代表質問  

○議長（浅田雅昭君）  日程第１、代表質問を行います。  

  最初に創政会の代表質問を行います。  

  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  皆さんおはようございます。９番、神吉正男でございます。

創政会の代表質問を通告に基づき行わせていただきます。よろしくお願いします。  

  まずは、道路にはみ出す樹木について伺います。  

  山の木々や幹線道路の樹木、家庭の植木、生け垣は森林の多い宍粟市において、

市民だけでなく、宍粟市を訪れる御親戚や観光客に対しても、憩いと安らぎを与え

る大切なものです。しかし、道路上にまで樹木や枝葉が張り出していると、車両の

通行にとって、道路標識やカーブミラーや対向車などが見えなくなります。また、

枝葉が歩道にはみ出ていれば、歩行者は車道を歩くほかなく、交通上の安全を妨げ

てしまいます。  

  道路法第 30条と、道路構造令第 12条には、道路上で車両や歩行者の安全かつ円滑

な通行の妨げとならないように、一定の範囲内には通行の妨げになるような物の樹

木等を設けてはならないとされており、これを建築限界と呼び、普通の道路上空は

4.5メートル、歩道の上空は 2.5メートルの高さとされています。  

  電柱や信号機は、法律に基づいて設置すればよいのですが、街路樹については成

長し枝が伸びてしまうので、定期的な剪定が必要となります。皆が安全に安心して

道路を利用するためには、道路上にまで張り出している樹木や枝葉は所有する管理

者が剪定をするなどにより、適正な管理をする必要があります。  
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  まずここで、宍粟市の土地にある樹木等の管理の体制と状況はどうであるかを伺

います。また、市内を通る県道・国道において、兵庫県と国とは剪定について、ど

のように連携されているのか伺います。  

  次は、令和５年４月１日に改正された民法第 233条３項により、隣の土地から木

の枝が境界線を超えるときは、その木の所有者に枝を切らせる必要があるという原

則、これを維持した上で自ら切り取ることができるようになったということです。

草木の管理は所有者が行うという原則は、私有地においても同様で建築限界、すな

わち何も置いてはいけない空間に枝が伸びておれば、その土地の所有者が対応する

のが基本です。なぜなら、他人の土地から伸びてきた枝が邪魔であっても、被害を

受けているほうは勝手に切ることができないと、民法に定められているからです。  

  これまでは、隣の土地から境界を越えて木の枝が伸びてきた場合、こちら側が自

分の判断で切ることはできず、その木の所有者に切ってもらえない場合は、訴えを

起こして切除を命ずる判決を得て、強制執行の手続を取る必要がありました。しか

し、 2023年４月１日の民法改正により、枝を自ら切り取ることができるようになり

ました。それは次のいずれかの場合であります。  

  一つ目に、竹木の所有者に越境した枝を切除するよう催告したが、竹木の所有者

が相当の期間内に切除しないとき。二つ目に、竹木の所有者を知ることができず、

またはその所在を知ることができないとき。三つ目に、急迫の差し迫る事情がある

とき、以上です。  

  私有地からはみ出た枝葉などが原因で、通行中の歩行者や車両が破損する事故が

発生した場合は、民法第 717条により、その私有地の所有者が責任を問われること

があります。自治体が適当に切ってくれるだろうから放置していいても大丈夫など

と勘違いされぬよう、また間違った方法で他人の木を切ってしまうことのないよう、

市民が被害者や加害者とならぬよう気をつけておかなければならないということを、

市民は理解、認識しておく必要があります。  

  そこで市は、これらを市民に案内しているのか。また、市民から相談があった際

は、どのようにアドバイスしているのかを伺います。  

  次は山崎インター歩行者通路についてです。  

  山崎インターチェンジは宍粟市の交通の要所であり、市の玄関口の一つとして非

常に重要な役割を担っています。東は大阪や神戸、西は津山方面へと向かう際は、

中国自動車道を利用されている方も多いと思います。高速バス、自家用車の移動に

とても便利であるからです。昭和 50年に中国自動車道が開通してから、 48年を経過
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した山崎インターチェンジですが、高速バスの停留所へ続く歩行者通路は、高架下

になっていることもあり、暗い、怖いイメージでした。これを一新する改修事業を

今年度の事業で行われるとのことで、利用者に喜ばれることは間違いありません。  

  これまでの間、高速バスを利用する方が自分の車を置いておくためのパークアン

ドライド駐車場を整備し、そして国道 29号線からパークアンドライド駐車場に向か

う側道を車両の往来をしやすくするために拡幅し、往来を誘導する路面の矢印や案

内看板を設置されました。また、利用台数が多くなってきたため、東側へ駐車スペ

ースをさらに広げるなど、ますます利用しやすくしていただいております。  

  それから、歩行者のためにパークアンドライド駐車場から、駐輪場までの中広瀬

地内の防犯灯の設置や、側溝へ転落防止の対策など、市民から意見があれば迅速に

行動していただいており、利用者、歩行者の安全を一番に考えた対応はありがたい

ことであります。  

  今年度、宍粟市女性職員有志の方々により、山崎インター高架下歩行者通路を安

心して通行でき、宍粟市の魅力を発信できるよう、そういう空間へ改修する提案が

事業化され、今年度リニューアルされて明るい通路になることを多くの市民は楽し

みにしておられます。今回の改修工事は、単にリニューアルするだけではなく、市

民が共に考え、共通の認識を持って進めていくというプロデュースされたイベント

型のプロジェクトと捉えております。このプロジェクトの全体的な進捗状況と今後

の予定を伺います。  

  現在、宍粟市一宮町出身で美術作家の植田志保さんによって、通路の横壁、天井

に鮮やかな色合いで描画をしていただいており、徐々に明るい雰囲気になってきて

いますが、この機会にアスファルト路面は改修しないのでしょうか。  

  それから料金所横のバスの停留所に向かって上がるための階段が傷んでいること、

それから、その上の通路の木々が伐採されており、閑散としていることなどについ

て今の状況は御存じだと思います。高架下通路のアスファルト路面、階段上の通路

など、全体をこの機会に見直してはどうでしょうか。  

  以上です。よろしくお願いします。  

○議長（浅田雅昭君）  神吉正男議員の代表質問に対し、順次答弁を求めます。  

  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  皆さんおはようございます。どうぞ本日もよろしくお願い申

し上げたいと思います。  

  まず最初に、創政会代表の神吉議員より大きく２点の御質問をいただきました。
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私のほうから御答弁申し上げたいと、このように思います。  

  最初に、林地や道路にはみ出す樹木についてということで、４点の御質問をいた

だいております。  

  １点目の、宍粟市の土地にある樹木等の管理の体制はどうかという御質問であり

ますが、市道の植樹帯の樹木等につきましては、管理者である市が剪定などの管理

をしておるところでありますが、中には、自治会や近隣住民の方々のお世話によっ

て管理をしていただいておる植樹帯もございます。  

  それは道路等を整備する、あるいは県道、市道を含めてでありますが、道路がで

きたときの状況を踏まえて、市民の皆さんとも協議する中で、植樹帯もできた経過

もあります。そういった意味において市は当然でありますが、地域の皆さんもその

地域の景観形成という観点で、そういった植樹帯を管理していただいてると、そん

な状況もあります。また、そのほかの市所有地の樹木等については、各施設の管理

者がそれぞれ管理することとしております。  

  ２点目の県道・国道において、国や県との連携体制このことでありますが、国道

や県道におきましては、それぞれ管理者において、道路パトロールが実施をされて

おりまして、御質問の支障木のみならず、あらゆる道路の不具合について、市民の

皆さんであったり、あるいはドライバーからの通報も含め、県の職員、あるいは国

の職員等が業務中に発見した場合についても、そのとおりでありますが、市の職員

も含めて、国・県のそれぞれの道路管理者に連絡をする中で、対応を求めておると

ころであります。  

  また宍粟市におきましては、日本郵便株式会社との連携協力に関する協定を締結

しておりまして、その中では、道路の損傷等による危険箇所の情報提供に関するこ

とも含めておりまして、先ほど御質問のあったようなことも含めまして、道路情報

等々を提供いただいたこともあります。同様に国・県の各道路管理者にも、それぞ

れの場合において連絡をして、対応を求めておるところであります。  

  次に、法律そのものの改正の中でということでありますが、改正されてしっかり

啓発しているのかと、こういうことであります。御質問の中でお話もありましたと

おり、法律改正の中で特に私有地からはみ出した場合、大きく３点をおっしゃいま

した。私もこのことは承知しておりまして、特に催告した場合切除のこと。それか

ら所有者が明確にならない、あるいは所有者がどこにいらっしゃるか分からない。

さらには特に緊急というのがあるんですが、差し迫った状況、これらの場合につい

ては、個人がということでありますが、そのとおりだと思います。  
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  その中で１点目のこのことについて市民に案内しているのかと、こういう御質問

でありますが、もう法の改正につきましては、テレビ報道であったり、あるいはニ

ュース等々、新聞等でもこれまでも取り上げられておりました。  

  特に御存じだと思いますが、かつて道路上にいわゆるごみを含めた店舗等々のは

み出し、そういったことで社会問題になった経過があります。そういったことにつ

いても、宍粟市もそういう状況もあったわけでありますが、国民、市民の皆さんに

ついてはそういった情報の中で、今回の法改正については、恐らくテレビ報道、あ

るいはネットニュース、さらに新聞報道等々で御存じだと、このようには理解して

おりますが、ただそれが十分伝わってるかというと、そうではない部分があろうと、

このように思っております。  

  とりわけ、宍粟市におきましては、それぞれ市民の皆さんがそういった相談があ

れば、相談を受ける中で対応していきたいと、このように考えておりますが、現在、

特段この法改正につきまして、市民の皆さんに情報発信は行っておりません。  

  ２点目の、市民からの相談にどうアドバイスをしているかということであります

が、先ほど申し上げたとおり、これまで特にいろんな相談がありましたのは、ごみ

等々、あるいは店舗からのはみ出し、そういったことの相談はかなりあって、それ

なりに対応する中で住民の皆さんに御理解をいただいて、現状ではそのことについ

ては少ない状況であります。とりわけこの支障木を含めた相談は、現在のところは

ない状況であります。  

  相談があった場合には、法の内容をしっかり適切にお伝えをしつつ、近隣でのト

ラブルなどの発生も考えることから、法律の専門家である弁護士等に相談いただく

よう、アドバイスも行ってまいりたいと、このように考えております。  

  次に、大きく２点目の山崎インター歩行者通路のいわゆるリニューアルの関係に

ついて、今後ということで、２点の御質問をいただいております。  

  御質問の中でお話にもありましたが、まさに宍粟市の玄関口である山崎インター

チェンジの高速バス停留所へ続く高架下歩行者通路につきましては、経年劣化も進

み暗い印象を受ける空間となってまいりました。令和３年度に女性職員による女性

活躍プロジェクトの発案から、お出迎え、あるいはおもてなしの心が伝わり、明る

く誰もが安心して通行できる空間を目指して、宍粟市出身の美術作家の協力の下、

緑豊かな山々、清流などをイメージした多彩な色使いで彩られた空間へと生まれ変

わろうとしているところであります。  

  この状況等々をホームページでいろいろな方々が御覧になりまして、現地を訪れ
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る方も増えております。小学校におきましても、学校の課外研修の中で現地を訪れ

ていただいて、そういうことも学習の一環としても捉えていただいたこともありま

す。  

  加えて、愛称を募集したところ、全国から 161の応募がありまして、この取組に

関心を持っていらっしゃる方が、徐々に広がっていると感じているところでありま

す。なお、進捗につきましては 10月に完成予定でありまして、 11月に完成式典を開

催し、愛称もお披露目したいとこのように考えております。  

  次に、２点目のバス停からの周辺環境の整備につきましては、今回の通行路への

描画製作を、ＮＥＸＣＯ西日本福崎高速道路事務所に協議をしたところ、リニュー

アル事業に大変共感をいただき、ＮＥＸＣＯでも予算措置をしていただいて、自治

体と一緒になって、積極的に環境整備に取り組んでいただいております。  

  私もＮＥＸＣＯの所長さん、また大阪本部の社長さん等ともお会いする中で、全

国的に自治体と共同でやるというのは、あるいは自治体が率先してこういった事業

を取り組んでいただくようなことは誠にまれだと、こういうふうな言葉もいただく

中で、何とか協力したいと、こういうことをいただいて、先ほど申し上げたように

なったところであります。  

  特にＮＥＸＣＯ西日本におかれては、バス停への通路の汚れを除去する洗浄作業

と階段については非常に損傷が著しい、特に水道管の凍結防止カバーの交換を実施

していただくことになっております。併せもって、もう見ていただいたと思います

が、大きな木とかあそこの景観、あるいは雑木等も徐々に切り拓いていただいて、

今のところ見やすくなっております。その後どうするかは今後の課題でありますが、

そういったところで、ＮＥＸＣＯとしても、あそこ周辺環境について現在一緒にな

って検討を加えていただいておると、こういう状況であります。  

  また市が管理する高架下の歩行者通路、現状は市道でありますが、今後どうだと

いうことであります。現段階では今作品が出来上がりつつあります。それとの調和

を取ったり、あるいはバランス、そういうことも非常に重要だとこのように考えて

おりまして、通行をしていただく皆さん、市民の皆さんからも御意見をいただく状

況を踏まえて、今後在りようを検討していきたいとこのように考えております。  

  以上であります。よろしくお願い申し上げます。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  それでは、少し詳細について伺いたいと思います。  

  まず道路にはみ出す樹木についてですが、はみ出しているうちに、走行中のトラ
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ックや自動車が擦れて車体を傷つけたり、木の枝に車両がぶつかったりして、車を

破損させることが想定されています。それから大きな木が出ておりますと、はみ出

した木が出ておりますと、中央線を越えて右側へ膨らんで、対向車との接触も危ぶ

まれます。そのようなことのないように、道路にはみ出す樹木の管理はしっかりと

しなければなりません。  

  先ほど国・県の定期的なパトロールというふうにおっしゃっておられました、市

においてのパトロールであるとかというのは、郵便局などとの協定によるものと、

ほか、もしかしたら職員の皆さんが走りながら気がついたところを、報告するので

はないかというふうに思うんですが、市としての定期的なパトロール、これはされ

ていないんでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  樽本建設部長。  

○建設部長  （樽本勝弘君）  市道におきましては、約 600キロメートルほど市道の

管理沿線があります。そういった中でなかなか定期的な道路パトロールというのは

難しいところでありますが、基本的には市職員も含めてなんですけども、そういっ

た情報を得る中で、対応のほうを行っております。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  分かりました。通報があったところは迅速に動く。これまで

と同様でしょうが、そのようにしていただいているということを理解しました。例

えばですが千種町から山崎町へ移動するとき、ここから宍粟市ですよ、山崎町です

よという町の境、境界に市の名前が看板であります。それを木の枝が覆っていると

いうようなことがあるそうで、そのようなのは市民からの通報があると思うんです

が、即座に動いておられるのでしょうか。  

  自家用車で通勤している市の職員も気がつくと思うので、そういう連絡とか通報

を取って行っていただきたいと思いますが、この看板はものすごくその地域を代表

する看板ですので、通行されている県外の方々、ここが宍粟市なんだというような

ことが見えるように、看板の管理もしていただきたいと思いますが、この件把握さ

れておられたようなことはありますか。  

○議長（浅田雅昭君）  樽本建設部長。  

○建設部長  （樽本勝弘君）  市の境界に置きます案内看板の部分についての、今現

在についてそういった通報をいただいた経緯はございませんが、今いただいた意見

も含めまして、今後そういった部分についても迅速に対応してまいりたいと思って

おります。  
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○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  分かりました。それから、電線を管理する電力会社が木の枝

を切っているということがあるそうで、これもちょっと情報をいただいたんですけ

れども、電力会社との連携、これ先ほど言われた国との連携とか、そういういろい

ろなところの連携の中に、電力会社これはあるんでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  富田副市長。  

○副市長（富田健次君）  電力会社との連携のことなんですが、支障木というんです

か、電線にかかりそうになったりとか、実際にもうかかってる場合とか、そういう

場合には関西電力さんのほうに連絡をさせていただいて、こういう状況ですから確

認してくださいということで、その状況が分かった段階で連絡はさせていただいて

おります。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  それは市の山であっても、民間の山であっても同じように危

険であるというのは、市が除去せずに関西電力のほうへ通報して、お願いをすると

いう判断ですか。  

○議長（浅田雅昭君）  富田副市長。  

○副市長（富田健次君）  支障になっております木が、やっぱりかかってるのは電線

であったりしますので、その電線の保護という部分もありますし、専門的な知識が

ないと、やはり切ることによって断線してしまうというようなこともございますの

で、関西電力さんのほうにお願いしているという状況です。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  理解しました。  

  次は隣の家の木についてなんですが、隣の家の木が自分の家にはみ出してきて困

っている人も少なくないと思うんですが、ただ、間違った方法で切ってしまわない

ように、それによって新たな加害者や被害者が生まれないように、市による周知が

必要だと考えているんです。  

  先ほど申しました催告書などで、隣地の方にお渡しする催告書の書き方や、こう

いうふうにしたらどうですかという指導、この案内とかというのはどこでされてい

るのか教えてください。  

○議長（浅田雅昭君）  樽本建設部長。  

○建設部長  （樽本勝弘君）  所有者不明であったりとかの土地につきましては、私

ども建設部のほうに御相談などを受けた場合は、先ほど市長もお答えさせていただ
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きましたが、適切な処置ができるよう御案内をさせていただいております。また、

細部の部分につきましては、やはり法の専門家に御相談いただくように御指導のほ

うをさせていただいております。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  建設部ということで理解しておきます。  

  それから今回の民法改正には、空き家問題が関係していると考えております。相

続した家が誰も住まない状態で放置されている空き家、これらが増えてきて、庭の

樹木などが道路に張り出して、交通を阻害することが多くなってきているとのこと

なんでしょう。これ全国的なことだと思うんですが、このようなケースで対応しや

すくするのが今回の改正の狙いだと考えます。市民への周知ということを先ほど申

しましたが、他市町では、ホームページに 233条の改正の件がよくホームページへ

アップされております。宍粟市ではそれが見受けることができませんでした。  

  これは周知をするべきだというふうに私は考えておりまして、どのようにするの

かというのを、例えばアドバイスなり、支援なりをするべきだと思っているんです

が、その関係周知のことで再度お伺いします。  

○議長（浅田雅昭君）  樽本建設部長。  

○建設部長  （樽本勝弘君）  空き家に関しましては、やはり私どものほうに空き家

の相談があります。そういったところに含めまして、適正な樹木の管理も含めまし

て、指導のほうはさせていただいておりますし、またそういった相談につきまして

は先ほども述べましたように、しっかりと御説明して対応していきたいと思ってお

ります。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  再度お伺いしますが、民法第 233条の件に触れることはなく、

そういう指導でしていくということでよろしいか。  

○議長（浅田雅昭君）  樽本建設部長。  

○建設部長  （樽本勝弘君）  はい。その中でもやはり危険な部分につきましては、

やはり即時対応していただくようにはしておりますが、今のところ所有者不明のと

ころで執行した経緯はございません。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  先ほど申しましたように、他市町のホームページなどでそう

いうのが載っておりまして、宍粟市には載っていないということもちょっと指摘を

受けておりましたので、ここで質問させていただきました。市民への丁寧な周知を
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検討していただきたいと思います。  

  次は、山崎インター歩行者通路についてです。今回 10月、おっしゃられた出来上

がる描画については、これライセンスというんですが、いつまで絵を飾っておくと

いうような、そういう契約期間というのは存在するんでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  水口市長公室長。  

○市長公室長（水口浩也君）  そういったライセンスとか、そういったものではなく、

作家先生ともいろいろ協議を進める中でしているんですが、これから先ずっとみん

なで育てていこうというような思いでつくっていただいておりますので、そういっ

た契約には特にしておりません。  

○議長（浅田雅昭君）  ９番、神吉正男議員。  

○９番（神吉正男君）  分かりました。そうしますと、壁面が新しく明るい色合いに

なってきますと、改修されていない先ほど申しましたアスファルトの色合いとかと

いうのが、路面の傷んでいる部分がかなり目立ってきます。もうこれは明らかだと

思うんです。市が風景整備を行う上で、これらを同時に改修することを願っている

んですが、先ほど言われてましたＮＥＸＣＯ西日本との連携によって、どういうふ

うになるかというのを少し楽しみにしたりもしているんですが、玄関口ですのでき

れいにしていただきたいというふうに考えております。  

  間に合わなければ第２期の工事でもよろしいですので、改修をしていただけるよ

う、我々創政会として提案いたします。どうぞよろしくお願いします。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  冒頭お話もあったとおり、この玄関口ということでありまし

て、作家の先生もそうでありますが、私どもももともとやっぱりあそこが宍粟市に

と、多くの方々が来ていただいたり、あるいはそこからいろんな形で阪神から出て

行ったり、買い物行ったりする。まさに玄関であります。したがって気持ちよくお

出迎えしたり、あるいは行ってらっしゃいとか、おかえりなさいとか、そういうこ

とを表現今していただいております。そういう意味では、まさに新たな風景があそ

こに出来上がって、宍粟市民の皆さんの一つの誇りができるんではないかなと、私

はそのように考えております。  

  そういう意味では壁画を描画していただいて、ＮＥＸＣＯさんも通路階段も含め

たり、あるいは今あるトイレも、もうしばらくしますと撤去をしていただくことに

なっております。全体的に見まして、あと残るのはその通路の市道の部分だと思っ

ておりますので、先ほど申し上げたとおり、全体の描画が終わりバランスを見なが
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ら、あそこの補修等々については今後検討させていただきたいと、このように考え

ております。  

  したがいまして 11月の完成後にすぐ舗装を修理できるかと、今の段階ではちょっ

となかなか予測ができないわけでありますが、全体的なバランスの中で、あそこの

在りようを検討させていただきたいと、このように思っておりますので、よろしく

お願いします。  

○議長（浅田雅昭君）  これで、創政会、神吉正男議員の代表質問を終わります。  

  続いて、宍志の会の代表質問を行います。  

  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  おはようございます。 14番の大久保陽一です。宍志の会

を代表いたしまして質問いたします。  

  通告に従いまして質問を行います。  

  先般、インターネット、またテレビ等で日本の経済力もはじめ、日本の位置づけ

が世界の中で小さくなってきている。何かそういうニュースを聞くと、非常に寂し

さがあったり、変わってきたなということを痛感します。  

  世界の競争力ランキングの 2023の数字を見ましても、日本がかつてずっとトップ

だったのに、これが現在、 2023年度は世界ランキングが 35位。また、世界の大学ラ

ンキングの中でも、先般出てましたけれども、東京大学が世界の大学ランキング 39

位、京都大学が 68位、この世界の大学ランキングの 200の大学の中で、日本で入っ

ているのがこの二つの大学だけ。お隣の韓国では、六つの大学がベスト 200の中に

入ってて、また中国では 11の大学がベスト 200の中に入ってる。いつの間にか日本

が小さくなってきて、それを見たり聞いたりすればなんか寂しくなってきたなとい

うふうに思います。  

  だからこそ、何かそのしわ寄せが宍粟市の中山間地に、ずっとそのしわ寄せが来

ているように思えてなりません。だからこそ将来の希望が持てたり、展望が持てた

り、宍粟市の将来に希望が持てる。わくわくしていくような展開が必要なんだろう

なというふうに思い、この代表質問といたします。  

  市立図書館、山崎文化会館周辺の将来展望、ビジョンについて質問いたします。  

  都市計画マスタープランの中にあります土地利用方針に、本多公園、市立図書館、

山崎文化会館周辺については、既存の歴史的・文化的資源の集約を生かしながら、

観光・交流、文化、教育機能の充実を図りつつ、自然と調和した宍粟市らしい歴

史・文化を感じられる地区の形成を図りますとあります。この土地利用方針を見て
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も読んでもわくわくします。希望が本当にあるというふうに思います。このエリア

の将来展望について、地域創生の立場からお伺いいたします。  

  一つ目が、山崎町役場が移転し、現在総合病院移転計画が進んでいる山崎地区で

生活する市民が、将来展望を持てるビジョン、歴史・文化・教育地区を早急に示す

必要があると考えます。市の見解をお伺いいたします。  

  本当にやっぱりそのエリアで住まれてる方にとったら、かつて山崎町役場があっ

て、それはこの地に変わってきたり、また現在宍粟の総合病院が新病院への移転計

画が進んでいる中で、そこで暮らしてる人らにとったら、寂しいなというか、自た

ちがちょっと置いていかれてるん違うかと思うのは、その思いとして当然生じてく

ると思うわけです。だからこそ、そこに展望や希望を見いだせる、そういうビジョ

ンが必要なんだろうというふうに思います。市の見解をこの部分でお伺いいたしま

す。  

  二つ目は、他市町の図書館と比べ老朽化が目立つ宍粟立図書館。この図書館の建

て替えに関する将来展望、ビジョンを合わせて早急に示す必要があると考えます。

市の見解をお伺いいたします。  

  そのエリアにある三つ目として、耐用年数到達まで、残すところ 11年となりまし

た山崎文化会館。この文化会館の将来展望、新しい文化会館の姿を市民とともに創

り上げていく、創造していくのはどうでしょうか。市の見解を伺います。  

  四つ目として、歴史・文化・教育地区の中に観光駐車場があります。そして、紙

屋門があります。唯一、本多家の残しているものとしては、もう紙屋門だけじゃな

いかというふうに思うわけなんですけれども、紙屋門があります。そして、酒蔵通

り、寺町を含め、さらに紙屋門を生かす周辺環境整備が必要だと考えます。これは、

先ほど言いました都市計画マスタープランの土地利用方針にも明確に書いてある部

分です。周辺環境整備が必要だと考えます。市の見解をお伺いいたします。  

  続いて大きく二つ目の質問です。お寺や教会が持つ集いや学びの場の機能につい

て。  

  今年の夏の夏休みにもお寺において、サマースクールや日曜学校が開催され、多

くの子どもたちが元気に夏休みの一時を過ごしているのを目にしました。  

  一つ目として、子どもたちの居場所として、お寺や教会などが活用されています。

宍粟市教育委員会として、お寺や教会などの取組をどのように認識されているのか

を伺います。  

  二つ目、地域社会の人が集い、親交を深める場所でもあるお寺などの宗教施設の
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担っている役割をどのように認識されているのか、市の考えをお伺いします。  

  三つ目、宗教教育を行えない現在の日本の公立学校において、命の大切さを子ど

もたちに考えさせるものとして、道徳教育がありますが、自死、いじめなど道徳教

育だけで、現在にとって非常に大きな課題であるこのことが、道徳教育で十分対応

できるのか、教育委員会の考えを伺います。  

  以上、１回目の質問を終わります。  

○議長（浅田雅昭君）  大久保陽一議員の代表質問に対し、順次答弁を求めます。  

  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  それでは、宍志の会代表の大久保議員の御質問にお答え申し

上げたいと、このように思います。  

  １点目の市立図書館、山崎文化会館周辺の将来ビジョンということでありますが、

先ほどいろいろお話の中でもありましたが、御承知のとおり、特に昭和 50年代後半

から 62年、あるいは 63年にかけまして、旧山崎町時代にあの辺のいろんな施設の在

りようが随分変わってきました。  

  特に御存じのとおり、中学校統合のときに、あそこ旧山崎中学校から菅野中学校

と一緒になりまして、山崎西中学校ができたわけでありますが、そのときにあのゾ

ーンを歴史と教育と文化ゾーン、そういった意味のゾーンの位置づけをする中で、

将来にわたって子どもたちの歴史や教育や文化や、あるいは住民の皆さんのそうい

ったところをエリアとしてやっていこうということが、一定の方針が出されました。  

  その中で、後ほどお答え申し上げますが、市立図書館、さらには続いて文化会館

とこういう形で整備がなされたところであります。同時に本多藩のゆかりもありま

すので、本多公園として整備をする中で、憩いの場も整備をなされました。併せも

って、町並みの景観と、最上山公園含めて、旧山崎エリア全体をどうするかという

中で、そういった公園も整備する中で、町並みあるいは地域の活力を求めていこう

ということが、 60年代前半から始まったところであります。  

  そのことは現在も継承する中で、歴史と文化と教育と、そういったところはある

意味、宍粟市の拠点としてあるべき地域だと、このように私は感じておるところで

あります。  

  そこで１点目の、山崎町役場が移転して、総合病院移転計画が進んでるが、あそ

この一体将来展望はどうなのかとビジョンを示す中で、その地域の人たちも冒頭申

し上げたような、夢や希望に向かって、これまで整備がなされましたが、今後どう

なるんだということだと思います。  
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  御質問のエリアは、第２次宍粟市総合計画後期の基本計画においても、都市機能

が集積する中心市街地でありまして、総合計画の基本構想に示す宍粟市の拠点とし

て、人口流出抑制の第２のダム機能が期待される地域であります。生活圏の拠点づ

くりの推進として、都市計画による土地の有効活用や基盤整備とともに、市民との

協働による地域の歴史や文化、自然を生かした拠点のにぎわいづくりを推進するこ

とで、都市機能の維持や生活利便性の向上を図り、宍粟市の拠点強化に取り組む、

このようにしておるところであります。  

  また、お話がありました都市計画マスタープランにおきましても、土地利用方針

としまして、本多公園を中心として、歴史・文化・教育地区及び周辺の観光交流資

源である酒蔵通りや最上山などを生かし、自然と調和した歴史・文化を感じられる

地区の形成を図ることとしておるところであります。  

  また、交通の方針における中心市街地の歩く環境づくり、特に会場になっており

ました。そういう歴史上のこともありますが、生活道路の安全性の向上で示した観

光駐車場を山崎町役場跡地に整備をさせていただいて、駐車場への進入路となる市

道鹿沢２号線の拡幅改良であったり、あるいは歩道拡幅を行い、通学路あるいは生

活道路の安全性を高める道路環境整備を行ったところであります。これまでもお示

しをしております、都市計画マスタープランの方針に沿った整備・保全を図ってお

るところであります。  

  現在進めております新病院整備の事業者がいよいよ決定をしますと、移転事業が

進んでくるところでありますが、現病院の跡地活用の当然議論が生じてくると、こ

のように思っております。前の議会でも質問の中で御答弁申し上げましたが、この

新病院の移転につきましても、地元、特に鹿沢地域の全体の皆さんに、長い間新病

院にお世話になりました。  

  そういうことも含めて、新たな病院がいよいよ移転する場合、本格的に稼働する

場合については、その状況も含めて、跡地の活用について素案をお示しする中で、

皆さん方と一緒になってあの地域の活力や、冒頭申し上げた歴史や文化や、あるい

は教育やあるいは町並み、あるいは最上山公園といった、そういったところも含め

ながら、どういった将来に向けての在りようがいいのか、地元の皆さんと十分協議

をしていきたいと、このように申し上げたところであります。  

  したがいまして、現段階ではありませんが、間もなくいずれ近い将来に、このこ

とについて、市としても一定の方向を出す中で、素案としてお示しをする中で協議

を進めていきたい、このように考えております。いずれにしましても、あの地域に
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つきましては、歴史・文化あるいは教育、もろもろのいろんな地域のところについ

ては、まさに拠点でありますので、そういう観点で物事を整理することが必要だと

このように考えております。  

  ２点目の市立図書館の建て替えでありますが、冒頭ちょっと触れましたが、市立

図書館は昭和 63年に開館をしたところであります。その当時におきましては、私も

担当しておりますので、よく承知しておるんですが、近隣ではなかなかああいう施

設が図書館という機能がなかったわけでありますが、御存じのとおり、図書館では

もちろん蔵書数、あるいは貸出し数もろもろを含めて、その地域の知的な状況が分

かるとも言われておりました。  

  しかし現状は、現在の図書館というのは、それだけではなしに、いろんな機能が

付加されております。社会の変化が時代の流れの中で、従来のそういったサービス

型から新たにまちづくりにつなげる施設としても、役割が求められておるところで

あります。場合によっては、全国を見ますと、いろんな多機能なところで、喫茶コ

ーナーを設けたり学習コーナーを設けたりと、こういう状況が近年増えておるとこ

ろであります。  

  しかし、図書館の本流はあるわけでありますが、そういうことも含めて、単に個

人の学習や教養は当然進めるわけでありますが、様々な情報発信の拠点施設として、

また図書館利用をきっかけとして、人と人が交流したり、あるいは個々の課題解決

はもとよりでありますが、地域の課題解決を支援するなど、多機能の施設として機

能が求めて求められておると、私はこのように認識をしております。  

  現在、第２期の宍粟市の社会教育振興計画を定めていただいて、令和３年に策定

をしていただいておりますが、その中で、老朽化する図書館施設整備計画を策定す

ることと、このようになっております。現在まだその準備はしておりませんが、い

ずれ、今後ある意味でそういった在りようの検討委員会等々を立ち上げる中で、図

書館についても、場所も含めてですが、そういったことを検討する必要があるだろ

うと、このように考えております。  

  子どもから高齢の皆さん含めて、市民の誰もが図書館に親しみ、あるいは知識や

文化の向上や、そういった拠点施設となる、まさに今日的な課題を払拭する魅力あ

る図書館づくりを目指していくことが必要だと、このように私は現段階では認識し

ております。  

  ３点目の山崎文化会館の将来展望、このことでありますが、市民とともに創造し

ていくのはどうかと、こういう御提案でありますが、この文化会館も昭和 62年に建
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築をされました。旧の山崎西中学校の跡地を使って文化会館が、宍粟郡全体で広域

行政で建設をされたところであります。当然経年劣化による修繕等を行いながら、

維持管理を行っておるところでありますが、市内の中心部、あるいは文教エリア、

そういった位置、あるいは唯一の芸術文化ホールとして長年、市民の皆さんに親し

まれてきました。市民がまさに集う施設としても、施設の長寿命化を図りながら、

維持管理をしつつ、財政的な課題も含めて、市民の皆様の意見を聞かせていただき

ながら利用を検討していきたいと、このように考えております。基本的には、現段

階では、長寿命化をしっかりすることも重要だと、このように考えております。  

  ４点目の紙屋門を生かす周辺環境整備でありますが、紙屋門、正式名称は山崎藩

陣屋門でありますが、山崎藩の歴代藩主であった本多家山崎陣屋の本丸、表門とし

て建造された門であります。山崎藩の歴史的建造物として唯一現存するものであり、

現在は市の指定文化財となっております。  

  現在の取組としては、春の藤まつり、あるいは秋のもみじ祭りのシーズンの際に

は、山崎まち歩きガイドの方々に御協力をいただき、観光駐車場を中心にして、山

崎歴史郷土館、紙屋門、山崎歴史民俗資料館、酒蔵通りなどを見学していただける

ように、散策コースを組んでおるところであります。  

  また、山崎歴史民俗資料館を活動拠点とされている、宍粟山崎手作り甲冑の会の

皆様による武者行列の出発場所に、紙屋門にされたこともあります。あそこで記念

写真を撮られたり、お父さん、お母さん、子どもさんと、こういうことも手作り甲

冑の会の皆さんの御努力によって、歴史をそこで学習をしていただいておるところ

であります。  

  例年、この近年はコロナの非常に厳しい状況であったところでありますが、先年

までは、観光シーズンには市内外から多くの方々に来ていただいておると、このよ

うに認識をしております。引き続き山崎地域づくりの関係団体、観光部局やまちづ

くり推進部局と連携しながら、周辺の環境整備について検討していきたい、このよ

うに考えております。  

  次に大きく２点目でありますが、詳しくはまた教育長のほうから答弁があると思

いますが、宗教施設の役割をどのように認識しているのかと、こういうことであり

ますが、私は市長としてでありますが、宗教施設の役割につきましては、宗教の教

義の普及や、信者の強化、信者の親睦など、同じ宗教に属する方々によって利用を

されておるところであります。一方、施設を催事の会場としての提供や、主体的な

地域活動の場所として、地域住民が集っておられることも承知しております。私自
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身も小さい頃から近所のお寺があったら、お寺がみんなのたまり場と、こういうよ

うなことも十分そうであります。  

  特に平成 21年の８月豪雨のときでありましたが、近隣住民の避難所としてお寺を

提供いただいたこともある、このように認識をしておるところであります。後ほど

教育長からもそのことについては答弁をさせたいと思います。  

  以上であります。  

○議長（浅田雅昭君）  中田教育長。  

○教育長（中田直人君）  私からは、お寺や教会が持つ集いや学びの場の機能という

ことについて、答弁を申し上げたいと思います。  

  １点目の子どもたちの居場所としてのお寺や教会の取組、市の認識、教育委員会

としての認識ということですけども、市内のお寺などにおいて、例えば寺子屋とい

うふうな名をつけられて、学習活動や宿泊体験などが行われており、これらの取組

は、子どもたちにとって学校外での貴重な学びの機会であると同時に、安心できる

心の居場所としても、またそうした仏心にわたる子どもたちの居場所として、また

一方では、地域の子育て支援の場として根付いてきていると、そのように認識して

おります。  

  「しそうの子ども生き活きプラン」の主要政策の中に、家庭との連携促進や地域

の教育力を掲げておりますが、今後とも学校教育での豊かな学びとともに、子ども

たちが身近な大人や異年齢集団での交流活動などを通じて、多様なつながりが持て、

自己存在感や充実感を実感できるなど、お寺や教会での教育機能が継続、充実する

ことを期待させていただいているところでございます。  

  それから３点目となります、命の大切さを子どもたちに考えさせる上で、道徳教

育をはじめとした取組ということになるわけですけれども、平成 27年学習指導要領

の一部改正がございました。それまで道徳の時間という時間設定だった道徳が、教

科道徳科として新たに教育課程に位置づけられました。  

  この背景ですけれども、児童・生徒が生命を大切にする心や思いやりの心などを

養い、学んだことがよりよい人間関係や、いじめのない学級づくりなどに生かされ

るなど、道徳教育の指導内容というものが、いじめ防止等に大変重要であるという

ふうに考えられたからであります。  

  学校では道徳の授業において、生命が持つ侵し難い尊さや、かけがえのない自他

の生命を大切にすることを学び、日常生活の中で互いに認め合う仲間づくりなどの

実践につなげています。いじめの防止に当たっては、いじめ防止対策推進法におい
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て、全ての教育活動を通じた道徳教育及び体験活動の充実を図ることというのは、

その重要性が示されております。  

  例えば自然学校、トライやるウィークなど、豊かな体験を通じて、児童・生徒が

自尊感情や他者への思いなど、心の教育の充実とともに、いじめを許さない学級づ

くりは、自分の大切さとともに周りの人の大切さを認める人権感覚が重要であり、

各学校では、人権尊重というものを基盤に、教育活動相互の関連を図る取組を推進

しているところであります。  

  今後なんですけれども、命を大切にする教育の在り方については、これまでと同

様、道徳教育体験活動の充実ということはもとより、子どもたちがＳＯＳを出しや

すい環境、またそのＳＯＳをしっかりと受け止め、支援する体制が非常に重要と考

えております。学校のスクールカウンセラー、ソーシャルワーカー等とも連携をし、

子どもたちの日常生活における変化をいち早く察知、また気を配りながら、児童・

生徒のその心の様子もしっかりと把握しながら、一層の教育相談体制の充実に取り

組むことが必要であると考えております。  

  こうした取組を重視しつつ今後とも家庭、学校との連携を大切に、児童・生徒が

生きる喜びと命の大切さを実感できる教育の充実に取り組んで努めてまいりたいと

思います。  

  以上でございます。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  先ほどの一番最初のところからいきます。  

  最初の１番のところで、市長の答弁の中にありましたこのエリア、文化会館、図

書館、観光駐車場、紙屋門、あそこら辺の今の総合病院の現病院もそうですが、あ

のエリアの位置づけとして、先ほど話の中にありました総合計画の基本構想に示す

宍粟市の拠点であると、市長も先ほどの答弁の中で、何度か宍粟市の拠点という言

葉を使われたと思うわけなんですけれども、ぜひそのことを地域の住民の方に、市

はあのエリアを宍粟市の拠点として位置づけているんだと、第２のダム機能として

の期待も寄せている地域なんだというお話があったと思うんですけれども、ぜひこ

れらのことをいろんな機会を通じて、やはりその地域の住民の方に届くようにして

ほしいと思います。  

  先ほども言いましたが、やはり山崎町の役場が移転し、なくなり、そして今度新

病院の現病院のところが移転していくんだったら、住民にとって心なしか本当に寂

しい、どうなっていくんだろうかと、一抹の不安も当然よぎるわけです。そのとき
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に、市の計画はこういうふうな位置づけですよと、だからこういうふうに考えてま

すと、市長の今のお話の中にもありました、新病院整備の移転事業が計画が進んで

いけば、跡地利用も含めて議論を進めていきたいというお話だったんですけれども、

そこの部分は分かるんですけれども、この全体構想として市は、このエリアをどう

いうふうに思っているんだと。このエリアをどういうふうに考えていってるんだと

いうことを、機会あるごとに市民の方、地域住民の方に、市は本当にここの地域を

宍粟市の拠点として考えているんだということを、情報として出していただきたい

と、今以上に思うわけなんですけれども、再度答弁を求めます。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  まさにそのとおりでありまして、これまでもまさに地域のこ

れまでの歴史や文化や、あるいは自然を生かした全体でいったら、そういう拠点で

あると。まさに宍粟市全体からいうと第２のダム機能としての拠点地域だと、この

位置づけは当然しておるわけでありますので、さらに発信をしていきたいと、この

ように思います。  

  これまでもいろんな意味で言うてきとんですけど、なかなかそうはいかないので、

より一層、私も発信をしていきたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  お願いします。  

  話を都市計画のマスタープランとかを、先ほど言いました土地利用のところとか

を読むと、どうなっていくんだろうと。こちらでいえばわくわくするんですよ。こ

の町が将来どういうふうになっていくんだと。そう思ったときに期待が将来持てる

でしょう。やっぱり、市民に市民が少し不安に思ったら、その数倍の期待を与える

ような情報発信が今回要るんじゃないかと。  

  病院計画が、移転事業が進んでから、跡地の利用はそうかもしれないですけれど

も、そうじゃなしに、このエリアはこういうふうに宍粟市は考えてますという情報

を出していただきたいというふうに思います。そこのところはさっき市長から答弁

がありましたので、再度確認をして次に進みます。  

  図書館のところで、二つ目の図書館のところなんですけれども、図書館が本当に

ほかの町の図書館と比べてちょっと見劣りがすると。市長がおっしゃられたように、

できたときはほかの町に負けない図書館だったというお話があったと思うんですけ

れども、現在はやっぱり見劣りしますよね。周辺の図書館に比べて、市町の図書館

に比べて。市長もおっしゃられた図書館に求められている機能や役割は、社会変化
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や時代の流れなどで変わってくる。新たなまちづくりにつなげる施設、役割が求め

られているというお話だったと思うんですけれども、本当にそのとおりです。  

  そういう意味でいえば、今の現在の図書館はわくわく感がない。期待がもっと持

てる図書館であってほしいと思います。いろんな町に行って、そこの社会教育施設、

図書館等の社会教育施設に行ったときに、その町の社会教育が見て取れるんです。

この町はこうなんだということを、図書館を通じたり、社会教育施設を通じて見て

いくんだと思うんです。そういう意味で、あそこがあのエリアが、宍粟市の拠点だ

という位置づけを市がしてるんであれば、図書館はこういうふうにしていきたいと

いう情報も、市民と共有しながらつくっていく、今大事なときじゃないかと思いま

す。  

  それにまた２階にあります山崎の歴史郷土館、入ったことあるんですけれども、

そんなに人利用してないんと違うかなというふうに思います。もったいないです。

そこら辺のことも合わせて、そのエリアに住む人が、エリアで暮らしてる人がわく

わくできるような、将来に期待の持てるような情報と、市民と行政とのこのつなが

りを持つことが、非常に将来展望が持てるようになるんじゃないかと思います。再

度答弁を求めます。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  今日の図書館というのは、非常に多機能な状況、機能を持た

せないと、ただ単に本でそこで借りて行って帰る。こういう貸出しをすると、こう

いう機能だけではなかなかやっぱりこのまちづくり全体からしても、現状にはなか

なか合わないんじゃないかなと思ってます。  

  ただ冒頭申し上げたとおり、開館した当時はそういう図書館だというイメージで

描いておられたんだと思いますし、それがいい悪いは別にしまして、やっぱり時代

とともに図書館が地域の中でどういう在りようの中で、どういう役割を持って、今

何が必要なのかということをしっかりしっかり押さえた上で、図書館の将来の在り

ようも考えていかなくてはならないと、このように認識をしております。  

  例えばでありますが、新聞紙も朝刊今も多分全国紙は皆置いておると思うんです

が、当初なかなか新聞紙をあそこに置くことすら、なかなかそういうイメージが湧

かない状況だったんですね。新聞を読むということによって文字を見ていく、ある

いは情報収集ということも図書館の役割、徐々に変わってきたという一つの例であ

りますが、そういうことだと思ってます。  

  私はあの地域は歴史郷土館、あるいは２階の歴史郷土館と併設した形で建ってお
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るわけでありますが、その歴史郷土館の役割と同時に、本多記念館との関係もあり

ます。かつて本多記念館に今それぞれ大事な物を持っていただいておりますが、か

つて歴史郷土館に展示をしておりました。  

  しかしやっぱり、管理の問題でいろいろありまして、的確な管理もできない状況

の中で、本多記念館の大事な物を本多記念館に置いていただいておるということで

ありますが、それらも含めて歴史的な大切な物をどうやって市民の皆さんにも、学

習の機会として提供できたり、あるいは展示したりと、そういう総合的なことも今

後必要になってくるんじゃないかなと、こう考えておりまして、それをこれからど

ういう結論になるか分かりませんが、冒頭の１点目のあそこ全体を見たときに、ど

ういう施設がいいのか、果たしてそれがどこにあったらいいのか。こういうことも

含めて、住民の皆さんや市民の皆さんとしっかり議論する中で、将来展望を描いて、

しっかりした物をつくらなくてはならないと、このように認識をしております。  

  ただ、それがいつかということについては、現段階でははっきり申し上げること

はできませんが、近い将来に私はそういった物が必要になってくると、このように

認識をしておるところであります。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  図書館のこれからの姿、図書館のこれからの姿を本当に

出していくのに、将来じゃなしにもうこれは今ですね、今。図書館の姿を今、住民

の方に示していく必要があるんだろうと思います。そして、この町がこういうふう

に変わっていきますということの、図書館が非常に分かりやすいん違うかなという

ふうに思うんですよ。宍粟市のここは拠点エリアにある図書館として、ふさわしい

図書館にしていくんだという情報発信を、もう図書館に関しては今までもこの本会

議の中で、同僚議員の方も質問されてたように、近隣の町から比べたときに、もう

そろそろ図書館のその時代に応じた整備が求められているということは、何度もこ

の場で話が出てたと思うんです。  

  だからこそ、本当にこの機会にその将来の図書館の姿が、青写真として出ていく

ようにしていただきたいと思います。時期もそういう時期だし、今求められてるん

違うかなということを思うわけです。宍粟市の拠点としてふさわしい図書館は、や

はり先送りすることなしに、今こそもうその検討の会議を設けていくときが来てる

んじゃないかと思うわけなんですけども、再度答弁を求めます。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  図書館の機能も含めてでありますが、私は社会教育振興、あ
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るいはまさに生涯学習の推進の中では、非常に重要な施設だと思ってますし、当然

地域づくりとか、いろんな観点もそうであります。もちろん子育て機能も入ってく

るかも分かりませんが、そういったことについては、冒頭から申し上げたとおり、

あの域全体の歴史や文化や風土やいろいろ合わせながら、しっかり検討しなくては

ならないと、その一つには図書館も当然入ってくると、このように考えております。  

  ただ私が承知しておりますのは、社会教育振興計画の中でいろいろこのことを読

んでみたんですが、今現在は教育委員会としても、いろんな計画の準備をされてお

ると承知しております。その中で、いずれその検討委員会も立ち上げるだろうと、

このように御答弁申し上げたところでありますが、当然でありますが、冒頭おっし

ゃった全体的な中で、遠い将来ではなしに、恐らく近い将来にそういったことにな

る可能性もありますので、できるだけその方向で私は進めるべきと、こう考えてお

りますが、現段階ではいつというのはなかなか言えないと、こういうことでありま

すが、そういう形でできるだけ、市民の皆さん、特に地域の皆さんに夢のあるプラ

ンというか、将来に夢が描けるようなものを提示することが必要だと、このように

考えておりますので、そのように理解をしていただいたらありがたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  ぜひ、できるだけ早く早急にわくわくするような、この

地で、こういうふうに私たちの町は変わっていくんだなということが、もう実感で

きるような検討会議というんですか、そういう場を早急に進めていただきたいと思

います。  

  続いて、山崎文化会館のところなんですけれども、先ほどの市長の答弁の中で、

市民の意見を聞きながら、在りようを検討していきたい。この在りようというとこ

ろが、ちょっとイメージが湧かないんで、再度ここの在りようについての答弁を求

めます。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  現在の文化会館、文化振興財団で指定管理で運営をしていた

だいております。先般理事会がありまして、理事長が交代をさせていただいて、現

理事長は教育長が理事長ということで、実際に運営をしていただくことになりまし

た。これは御承知のことかと思いますが、かねて私はこの 10年ほど理事長としてお

ったところでありますが、当然文化会館の機能は十分機能としてあるわけでありま

すが、今後将来にわたって文化会館として、貸し館機能だったりいろんなことで、

私は一つの考え方として、いわゆる生涯学習の拠点、公民館的な機能も併せ持った
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会館としてするべきではないかなというふうには思っておりました。  

  ただそれが、現状で合ってるかどうかは別問題として、現在までの運営の在り方

と、それからこれから将来にわたって、文化会館の運営、このことについてはまさ

に在りようそのものをしっかり検討していくべきではないかなと、このように考え

ておりまして、理事長は交代しましたが、そういったことも議論の一つとして投げ

かけさせていただいております。  

  ただ、これは市民の皆さんにとっては共有の貴重な財産でありますので、将来に

わたってしっかり検討していきたいと、そういう意味で在りようと申し上げたとこ

ろであります。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  宍粟市に唯一あるホールですし、あれだけの大きな施設

なんで、どういうふうに将来なっていくのかというのは、ちょっと自分としてもそ

の想像の中イメージが湧きにくいんですけれども、あれだけ大きな施設で、でもそ

の町には当然ホールも、宍粟市にホールがないというのも変な話ですしね。やっぱ

りあのホールがどういうふうに今後変わっていくなり、将来すぐでない悪いところ

を直しながら今来てるんだろうと思うんですけれども、将来どういうふうに文化会

館も、ホールとして宍粟市に新たなものを、すぐそこの話にはならないとは思うん

ですけれども、将来そういうことも含めて、既存の物を直しながら、そして市長お

っしゃたように、在りようも変えながら、でも将来はこういうふうなホールは要り

ますよねというようなことを、住民とすぐ結論が出なくても、在りようというのを、

そういう意味かなと思って今聞いたんですけど。  

  そういう在りようを検討というんですか、意見を交わしながら、将来の宍粟市に

一つしかないホールですので、そのホールの在りよう、在り方というのも、市民と

ともにイメージしていく形も要るんじゃないかと思っての質問だったんですけれど

も、再度答弁があればお願いします。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  少し説明不足で申し訳ありません。在りようというのはホー

ルをどう転換するとか、文化会館そのものの管理の在りようも含めてでありますが、

今、文化会館は先ほど申し上げたとおり、文化振興財団に指定管理ということで委

託をして管理をしていただいております。その方法も含めていいのか、場合によっ

て生涯学習施設として、市の施設なんですが、市は直営しながら生涯学習機能を持

たせていって会館運営していくのがいいのか。そういうことも含めながら在りよう
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を検討していきたいと。  

  ただ、これは私個人の考え方なんですが、将来にわたって、本当にあそこを持続

させていくのに、どういった施設管理がいいのかと、こういうことについて十分検

討していきたいと、このように考えております。ただあのホールとか、ああいう芸

術文化ホールをなくすとか、どうするということではなしに、維持管理をどうしな

がら持続させていくためには、どういう維持主体がいいのか。直営がいいのかどう

なのかも含めて検討していく必要があるんじゃないかなと、そういう意味でありま

す。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  維持管理の在り方とか、運営の在り方だけじゃなしに、

将来どういうホールをこの宍粟市に残していくというんですか、つくっていくのか

ということも合わせて、ぜひ幅広いいろんな人の意見が反映される、やはり聞いて

いてわくわくする、将来展望が持てる、そういう議論をしていただきたいというふ

うに思います。  

  四つ目の、紙屋門を生かす周辺環境整備のところなんですけれども、先ほどの市

長の答弁の中にもありました、いろんな各種団体の方がそこを利用されてる。紙屋

門のところからね。地域づくりの団体の方も、甲冑の会ですかね、そこを利用され

たりしている。でも僕らが見たり、聞いたりする感覚として、行政のほうは十分つ

ながってると思われてるかもしれないんですけれども、そこのところを非常に大切

にされてる方は、いやちょっと粗末に扱ってないかというのが、僕は市に対してあ

ると思うんです。  

  市に対して、もっとここの観光駐車場が、あれだけいい観光駐車場ができて、だ

からこそ、酒蔵通り、お寺があれだけ並んでる寺町のあの姿というのも、ほかのこ

の近隣の町でないですし、宍粟ならではだと思うんですよ。お寺がずっとあれだけ

並んでる場所というのも、そこに紙屋門があって、ここの紙屋門のところが、そこ

をいろいろとこの地域づくりの活動されてる方にとったら、もっと大事にしてほし

い。ちょっと市として、あのエリア全体も含めてなんですけど、特に紙屋門のとこ

ろをもっと大切にしてほしいという思いが、強いんじゃないかと思うんですけれど、

いかがですか。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  歴史民俗資料館につきましては、もう御存じだと思うんです

が、旧の山崎の門前にありました法務局を移転しまして、そのまま移転をしてそこ
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にして、歴史民俗を資料をそこに展示していこうと、こういうことでああいう形に

なりました。当然、本多公園の一角でありまして、紙屋門が現存しておりましたの

で、そことマッチングさせたイメージでああいう形になりました。  

  ただ、おっしゃったように、それがうまく全体にそういった歴史や文化や含めて、

これからの活動も広がってるかというと、なかなかそれはおっしゃるとおりだと思

ってます。先ほど申し上げたとおり、山崎手作り甲冑の会の皆さんも、いろいろ御

努力されたり、あるいは他の方々もまち歩きガイドの皆さんも、あそこでやれたり

あるわけであります。中には、山崎老人クラブの皆さんも年１回ないし、年２回あ

そこでいろんな掃除していただいたり、草引きをしていただいたりして、地域の皆

さんもやっていただいてるのも、承知しております。  

  したがいまして、今後観光駐車場やあるいは本多記念館や、あるいは最上山公園

や、あるいは寺町の神社仏閣や、あるいは八幡神社のモッコクや、そういった物を

もろもろにしながら、ある意味では私はあそこが拠点になるべきだろうと、あるい

は出発点だろうとこう思っておりますので、そういう観点で関係の団体の皆さんと

十分協議しながら、より効果的なというか、皆さんにとって親しまれる歴史学習の

場としての、そういったものが光るように、さらに努力していきたいというふうに

思います。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  紙屋門は山崎藩の歴史的建造物として、唯一あそこに残

ってる非常に歴史的な大切な物やと思うわけです。だからそこをもっと生かすこと

があのエリア全体の、先ほど冒頭で言いました都市計画の中にある土地利用方針に

も合致していく。本当に観光・交流・文化・教育、まさにその文化ともつながりま

すし、歴史や文化を感じられるエリアですし、ぜひあそこをあのままにしておくの

は、ちょっともったいないんじゃないかと思うわけなんです。  

  昨日、佐用町合併前でいったら、三日月町の乃井野にある三日月藩の陣屋に行っ

てきたわけなんですけれども、小さな佐用町、昔の小さな三日月町で、本当にきれ

いに整備されています。陣屋が。昨日見てきていいなと思います。やっぱりそれも

一遍、佐用町の乃井野そんなに遠くないですし、葛根から下りてすぐですし、ぜひ

見て、多分山崎のエリアでいろんな活動されている人らにとったら、あそこの佐用

の乃井野にある陣屋をイメージされてるんじゃないかと思うんですよ。一遍きれい

に整備されてるんで、ぜひ市の幹部の方にも見ていただきたい。  

  そしてあのエリアが本当に役場が移転した、総合病院が移転しようとしている。
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でも、ここの地域がこういうふうに変わるんやなと思えるような、そういうふうな

将来の構想が、ぜひ示されるように願うわけなんですけれども、再度、今僕が昨日

見てきた三日月藩の陣屋のことも含めての答弁をお願いいたします。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  歴史的なことは私も十分勉強不足ですけども、佐用のそこは

十分承知しておりまして、私も何回か行っております。陣屋が残っているというこ

とで、この紙屋門と陣屋とあそこちょっと違うんですが、ただおっしゃってる本多

公園の中でも、炭櫓が跡地に城壁を積んでおりまして、階段をつくってということ

でありますが、ある意味整備の仕方によっては、文化財的なこともありますのでな

かなか難しいんですけども、かなりできると思いますが、そういうことについては

これからまたいろいろ検討する中で、いかにして今残ってる山崎藩の陣屋も、いわ

ゆる紙屋門をしっかり柱にしながら、あの地域全体や歴史や文化の学習の場になる

ように、さらに努めていきたいとこのように考えております。  

  またいろいろと教えていただいて勉強していきたいと思いますし、教育委員会の

歴史的な部分も含めて、あるいは文化財のことを含めて、より活用できるように、

行政としても努力していきたいと、このように思います。  

○議長（浅田雅昭君）  14番、大久保陽一議員。  

○１４番（大久保陽一君）  ぜひ、どのようにあのエリアを将来の展望が持てる、地

域拠点として位置づけていくのかいうことを、ぜひ当局のほうも検討していただい

て、やっぱり将来に希望が持てる、展望が持てる、わくわくする展開をぜひ取って

いただきたいと思います。  

  引き続いて、次お寺や教会を持つ集いや学びの場の部分なんですけれども、政教

分離、憲法 20条の制約がある中答えていただいて、本当にちょっと思った以上に答

えていただいたんじゃないかと思っております。  

  先ほど教育長がおっしゃられた、学校外での心の居場所、子どもたちの居場所、

心の居場所になっているという認識をしているというお話だったわけなんですけれ

ども、ぜひ、このお寺とか教会が、夏休みだけじゃなしにおばあさん方が孫を連れ

てきたりもしますので、その居場所として、大切な居場所としてあるんだという認

識を、今教育長のお話の中にもありましたけれども、ぜひその認識を深めていって

いただきたいと願っております。  

  それと冒頭にあった、市長はおっしゃられた宗教施設が担っている役割の部分で、

豪雨災害などの災害があったときの避難所として、お寺も提供いただいたという部
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分も、市長もお話を先ほどされてましたけれども、あれだけの大きな寺が市内のい

ろんな場所にあるわけなので、やはりそのお寺の持つ力というんですか、その収容

する力も含めて、お寺の存在をぜひこの認識も、市長おっしゃる認識をいろんな地

域の人が集まれる場所でもありますし、災害時の緊急の場所でもありますし、ぜひ

その認識を深めていっていただきたいと、より一層深めていっていただけたらとい

うふうに願っております。  

  それと、本当に現在の宗教教育、三つ目のところにいくんですけれども、宗教教

育が行えない公立の学校で、道徳教育の中で、今教育長がどのように児童・生徒が

命の大切さを実感できたりする部分のお話をされて、道徳教育の中で最大限の努力

をされていることも、今の答弁の中で十分分かるわけなんですけれども、ぜひそう

いう制約があるということは分かるんですけれども、ぜひその中で、いろいろなと

ころで協力できたり、また、教育長のほうからの答弁だと思うんですけれども、お

寺や教会での教育機能が充実することを期待しているというお話があったように思

うんですけど、期待してるということがあったように思うんですけれども、ぜひ、

憲法の制約等々がある中で、そのお寺の持つ教会の持つ機能、子どもたちの居場所

であったり、心の居場所としてある、それが教育行政もそうですし、行政のほうも

ぜひその部分を認めて認識して、いい形の姿がこの町で出来上がっていけたらなと

思います。  

  何度も今まで本会議の中でお話してきました。宍粟市には残念なことに、公民館

も１館もない、社会教育法でいう公民館も１館もない。そして児童館も、ゼロ歳か

ら 18歳の子どもの居場所である児童館もない。子育て支援センターはあるんだけど、

児童館がない。その中で居場所として、既存にある居場所の中でいかに活用してい

くか、努力されてる関係者の方の存在というのも十分認識していただいて、これか

らの行政の在りよう、教育行政の在りようを、この認識も深めていただいてそっち

のほうもよく見ていただいて、進めていっていただきたいと思います。  

  最後のところはもう答弁は要らないので、これで代表質問を終わります。  

○議長（浅田雅昭君）  これで宍志の会、大久保陽一議員の代表質問を終わります。  

  会議の途中ですが、ここで午前 11時 10分まで休憩をいたします。  

     午前１０時５８分休憩  

                                       

     午前１１時１０分再開  

○議長（浅田雅昭君）  休憩を解き会議を続けます。  
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  続いて、ミライしそうの代表質問を行います。  

  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  おはようございます。よろしくお願いいたします。８番、垣

口です。  

  議長の許可を得ましたので、通告に基づき、ミライしそうからの代表質問をさせ

ていただきます。  

  今回は大きく、会派としても注目している３点についてお伺いしたいと思います。  

  まず最初に、日本一の風景街道づくり事業についてお伺いいたします。  

  先日、観光資源として待ち望まれていた機関車の納入や線路の一部敷設など、波

賀森林鉄道復活への道筋ができ、地元の活性化につながる話題もありましたし、ま

た３月議会においても、同僚議員から提案のあった朝市の実施に向けた取組、それ

と、この夏はキャンプ場をはじめ、アウトドア施設や、各地納涼祭や花火大会など

が盛況であったことは、風景ビジョンとして捉えることができるコンテンツやツー

ルも、一部形として見えてきたのかなと、私自身感じております。  

  そういう観点から捉えれば、特に地元地域や団体との連携強化に努められている

点は評価しておきたいなと思っております。が、しかし私自身、宍粟市に活力を取

り戻すために何をすべきかを考える１人として、市長の肝煎りのこの事業の行く末

を非常に興味深く注視していると同時に、まだまだ現状の取組方に物足りなさを感

じております。そのような視点から本題に入らせていただきます。  

  日本一の風景街道づくり事業がスタートして２年が経過しております。本事業は、

宍粟市に活力を取り戻すためのベースとなり得る事業だと認識しておりますが、実

際具体的に何がどう進捗しているのかが見えてこない中、それが市民の関心を引く

までの姿となっていくには、相当な時間を要するものだと思っておりますし、明ら

かなものではないかと考えております。  

  行政として未来に描くビジョンが何なのか。どういう事業成果を求めていくのか。

そのベクトルを地域や住民と合わせないことには、一体感も活性化にもつながらな

いと感じております。その方向性を的確に示す必要性を踏まえ、集客性の高い観光

資源の活用や取組方について伺っていきたいと思います。  

  その１、観光資源である藤まつりや、今から迎えるもみじ祭りへの来訪者の評価

をどう受け止め、取組や運営に生かしていくのか。  

  二つ目として、景観形成の観点からも、観光資源への誘導路の整備や空き家の利

活用など、ストリートづくりに工夫が必要ではないかと感じております。その点に
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ついてお伺いいたします。  

  三つ目に、夏の風物詩であった揖保川のアユ釣り、アユ掛け等、にぎわいを失い

つつある現状に対し、市はどう捉え考えていくのかをお伺いいたします。  

  大きく二つ目の質問でありますが、フレイル予防についてお伺いいたします。  

  高齢者福祉計画８期介護保険事業計画から、令和６年度に向け、現在９期が策定

中だと聞いております。特にフレイルに関しては、全国の自治体においても大きな

テーマとして取り組まれておりますし、我々も他人ごとではなく、我が身として考

えなければならない問題であります。そういう観点から質問に入らせていただきま

す。  

  健康と要介護状態の中間段階であるフレイルを予防する取組は、自立して生活で

きる期間である健康寿命を延ばして、元気に過ごしていくには大変重要なテーマで

あります。 65歳以上が人口の 37.2％を占める宍粟市では、体の障害や衰えだけでな

く、認知症に関する要支援・要介護も増加している中、フレイル予防をどのように

捉え、推し進めていこうとされているのかをお伺いいたします。  

  一つ目として、地域づくりを支援していただける方々の協力なくして、推進でき

ない事業だと思いますが、市としてどう協働し、どう関わっていくのかをお伺いい

たします。  

  二つ目、フレイルを予防することと、介護保険料との関係性をお伺いいたします。

これは例えば 75歳で要支援・要介護を受けるであろう方が、 77歳まで元気で過ごせ

ることとした場合、何かそれで変化が生じるのかという辺りをちょっとお伺いした

いと思います。  

  三つ目として、数字として表せないものだと思いますが、フレイル予防を推進す

ることで、何をもって成果と見なしていくのかについてお伺いいたします。  

  三つ目の大きな質問として、あずかり保育、学童保育事業についてお伺いいたし

ます。  

  あずかり保育、学童保育事業については、核家族またフルタイムで働くというラ

イフスタイルへ変化していく中、お子さんを抱える保護者にとっては大変重宝され

ている事業であり、今後も需要が増え続けると思っております。宍粟市の子育て支

援を考えていく上で、欠かすことのできない一つの事業だと思っております。その

ような観点から質問に入らせていただきます。  

  本事業は、保護者が就労や病気等の理由により、昼間家庭にいない児童や、園児

に対して事業の終了した放課後に、適切な遊びや及び生活の場を提供し、児童の健
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全な育成を図ることを目的としている事業であります。新年度の募集だけでなく、

夏休み等など長期休業期間の受入れなどを考慮しておく必要があるのではないかと

考えております。その辺りに対してお伺いしたいと思います。  

  特に宍粟市の子育て支援事業としても、子育てしやすい環境づくりのためにも、

ちょっとした工夫や視点を変えることが大切ではないかと考えておりますので、市

としての見解をお伺いしたい。  

  一つ目として、学童保育の待機児童にはどう対応しているのかをお伺いいたしま

す。全国的に見ますと、施設の数が増えているものの、都市部を中心にいまだ施設

を利用できない待機児童が約１万 3,000人ほどおられると聞いております。この数

をいかに減らしていくかは重要な社会課題の一つになっております。宍粟市の現状

がどうなっているのか、お聞かせ願いたいと思います。  

  二つ目として、長期休業期間中は終日のあずかりとなりますが、通常の放課後学

童との違いに問題や課題はないのかをお伺いいたします。例えばスタッフの数とか、

キャパの問題とか、いろいろあるかなと思いますので、その辺りをお伺いしたいと

思います。  

  三つ目、こども家庭庁も乗り出しております長期休業中の昼食提供に関し、宍粟

市としてはどのようにお考えになっておられるのかをお伺いしたいと思います。  

  これで１回目の質問を終わらせていただきます。  

○議長（浅田雅昭君）  垣口真也議員の代表質問に対し、順次答弁を求めます。  

  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  それでは、ミライしそう代表の垣口議員の代表質問にお答え

申し上げたいと思います。  

  大きく３点いただいておりますので、私のほうからは、１点目の風景街道とフレ

イル予防について御答弁を申し上げ、あずかり保育、学童につきましては担当部長

より答弁させたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。  

   冒頭、風景街道の御質問の中でありましたとおり、先般、波賀ネットワーク協

議会が長年いろいろ御努力いただいて、先般 108メートルの森林鉄道が動きだしま

した。これからさらに次の段階にステップアップをなされるということであります。

地域の皆さんの、特にネットワーク協議会を含めた、森林鉄道の会の皆さんも含め

て、非常に熱い思いで地域を挙げてやっていただきました。  

  当日は子どもたちや、市内外からもたくさんの方々がお越しいただいて、まさに

森林鉄道を通して、森の学習やあるいは人と人との絆の大切さや、未来への夢や希
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望を持つことが現実につながると、そういったこともそのときお互いに確認できた

んではないかなと、このように思っています。私はまた宍粟市に新しい風景が創造

できたと、このように考えております。  

  同時に先ほどありましたとおり、議会からもいろいろ議員の方から、何とか宍粟

市の風景として、朝市ということでありますが、委員会でも報告等々してるかも分

かりませんが、新たな風景を醸し出す意味で 10月のある時期からスタートさせてい

きたいと。これも農業者の皆さんやいろんな方々にお世話になりながら、新たな風

景を醸し出していきたい。基本的には農業振興や、あるいは田園を守ると、こうい

うこともあるわけでありますが、人々のつながりによって、将来に夢をつないでい

くと、その第一歩をスタートさせていきたいと。結果は別にしてそういったことを

していきたいと、このように考えております。  

  同時に宍粟市の風景ビジョンは昨年 10月に策定をさせていただきましたが、当然

宍粟市は総合計画に基づいて計画をもって、まちづくり５年、 10年、あるいは３年

あるいは単年と、こういう形でいろいろやってるわけでありますが、その中に宍粟

市の地域創生の戦略も絡みながら、中長期にわたって計画を進めていこうと、まち

づくりを進めていこうということであります。  

  今回の風景ビジョンはいわゆる個別計画、そのうちの個別計画であるところであ

ります。これまでも申し上げたとおり、宍粟市の自然や歴史や文化や、あるいは人

の営み、そういったものを風景と捉えたときに、特に風景の骨格としては、生活の

基盤ともなっている自然環境の保全と再生を図り、調和の取れた穏やかな風景づく

りを宍粟市の個性として捉えて、私はそのビジョンが策定されたと、このように認

識をしております。  

  まさに先人によって、守り育てられてきた風景を、かけがえのない市民共有の財

産として、未来につなぐことが私たちの使命であると、このように考えております。

私もこの間、このビジョンが策定されてから、地域の皆さんや各団体に出向かさせ

ていただきまして、日本一の風景街道づくりをスローガンに、このことの意義をお

伝えする中で、様々な風景が様々な形でつながって、新たな資源や人の営みが生ま

れるということに、多くの方々に共感をいただいておるところであります。  

  言うまでもなく、風景ビジョンは風景づくりの基本的な考え方や方向性、進め方

を示すものでありまして、目指すべき未来の姿を描いておるところであります。風

景づくりには冒頭申し上げたとおり、多くの市民の皆さんの関わりであったり、長

い時間が必要となり、行政だけではなく市民や地域の皆さん、事業者、さらには宍
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粟市に関係を持たれる方々と関わりによって、宍粟市らしい風景づくりが実践でき

るものと考えております。私はそれを個性とこのように思っておりますし、ある意

味、行政がある意味の哲学を持っていくことも大事だと、このように考えておりま

す。  

  市としましても、宍粟市をより魅力的な町に発展させるため、風景ビジョンにあ

る地域のまさに個性を磨いて、町が一つになる日本一の風景街道をスローガンとし

て、計画や事業に風景づくりの姿勢を持って取り組んでおるところであります。  

  そこで１点目の藤まつり、もみじ祭りの評価をどのように生かしていくのかと、

こういうことでありますが、最上山公園もみじ山や、大歳神社の千年藤につきまし

ては、近年、多くの御来場をいただいていることは、魅力ある風景であると認知さ

れた証しであると考えているところであります。現に、両イベント開催中には地域

のにぎわい創出につながっておりまして、今後もこの魅力ある風景をさらに磨き上

げて質を上げることによって、地域力を高める好循環につながっていくものと考え

ております。  

  ただ、地域の皆さんやいろんな方々で課題もあるわけであります。今は単独でそ

れぞれの実行委員会を編成してやっていただいておりますが、今後におきましては、

場合によって一つの実行委員会として、この地域の全体の予算が一つとして、それ

ぞれの役割分担をしながら、共同でお互いの目的に沿っていくことも必要なのかな

と、こんなふうに思っておりますが、いずれにしても将来に向かって、いろんな課

題を共有しながら、観光協会や今いろんな動きもありますので、その中でもこの問

題も、将来にわたっていかに持続させていくか、さらに発展させていくかと、こう

いう論点で議論を展開していただきたいと、あるいは投げかけていきたいと、この

ように考えております。  

  ２点目の景観形成の観点から、観光資源の誘導路の整備や空き家の利活用など、

ストリートづくりに工夫が必要だと、こういう御質問でありますが、空き家あるい

は空き店舗の利活用につきましては、これまで市民団体であるよいまちプロジェク

トが中心となり、空き家物件等を店舗などにリノベーションし、活用されておりま

す。  

  ストリートづくりに工夫が必要との御意見でございますが、既によいまちプロジ

ェクトが進める計画により、酒蔵が残る通りを酒蔵通り、町屋が集まる通りを町屋

通り、さつき通り・中央商店街の三つの通りに分け、それぞれの通りに、空き家を

活用した古民家ホテルであったり、飲食店などが配置されたり、まさにストリート
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づくりが行われ、町の活性化に取り組んでおられます。その段階が数年前からスタ

ートし、徐々に階段が上がっておるんじゃないかなと、こんなふうに思っています。

また、観光施設への誘導路の整備につきましては、よいまちプロジェクトによる空

き家利活用の進捗状況や沿線の状況などを踏まえ、予算確保に努めてまいりたいと

考えています。  

  ３点目の、アユ釣りなど、にぎわいを失いつつある現状ということでありますが、

確かにアユ漁の解禁とともに、太公望が競って竿を出す風景が、現状、近年特に今

年についても減っておる状況であります。ある意味ではにぎわいを失いつつあるの

も現状かと、このように思っております。  

  揖保川のアユ釣りの風景は、清流揖保川を後世につなげるための大切な資源であ

ると、このように考えておるところであります。特にアユ釣り発祥の地でもあるわ

けであります。アユそのものの減少につきましては、特に冒頭ちょっと申し上げた

ように、本年はその状況が顕著に現れているというふうに感じております。それは

アユの生息の環境の変化もあるかも分かりませんが、放流など関係機関による対策

もその対策には不可欠であろうと、このように考えております。  

  今後におきましても、それぞれの役割分担があるわけでありますが、役割分担に

よって進める必要があると思いますので、後刻また今年の状況を踏まえて関係機関

とも協議をしていきたいと、このように考えております。  

  次に大きな２点目のフレイル予防についてですが、一点目の市は地域づくり支援

者をどう協働していくのかと、こういう御質問でありますが、フレイル予防につき

ましては、健康に暮らしたいと願う市民一人一人が、日常の生活の中で心がけ取り

組んでいただくものであると考えております。誰しもいつまでも元気で生き生きと、

これはもう切なる願いだと、このように思ってます。  

  宍粟市では住民主体の通いの場を通じ、いきいき百歳体操など、様々なフレイル

予防の取組を推進をしております。この取組は、単に身体機能の向上だけでなく、

見守り活動、あるいは茶話会などの交流といった地域のつながりや、あるいは移動

販売車の開拓等、生活支援にもつながっておるところであります。  

  御質問のとおり、地域との協働は非常に重要であると理解しておりまして、自治

会や老人クラブ等におきまして、フレイル予防をはじめ、健康づくりの取組につい

て、まちづくりや健康推進の活動の一つとされているところもありまして、引き続

き通いの場の充実に向け、市が後押しできるよう関係する団体や市民と連携を取り

ながら、進めていくことが大事だと、このように考えております。  
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  ２点目の介護保険料との関係性についてでありますが、介護保険料の算定は、介

護サービスに係る費用に応じて決定することから、フレイル予防や、改善に取り組

み、医療や介護を必要とせず、元気に自立して過ごせる期間、いわゆる健康寿命の

延伸を図ることで、相応して介護サービス料の抑制が図れることになり、結果とし

て介護保険料や医療費の低減につながるものと考えております。  

  ３点目のフレイル予防の成果のことでありますが、なかなか成果として現れにく

いところでありますが、住民主体の通いの場を通じて、フレイル予防を推進してお

る中で、この通いの場では、参加されてる参加者同士が気軽に集まり交流をするこ

とで、身体機能の維持向上だけでなく、仲間づくりや生きがいづくりにつながって

おると、このように思っております。  

  通いの場は、歩いて通う、心が通う、情報が通う、意識が通うなどの効果がある

とされておりまして、これは通いの場の活動が、住民の手により地域づくりを推進

する上で、多くの可能性を持っているものと思っております。まさに御質問の何を

もって成果と見なしていくかということでありますが、私は、具体的な客観的なデ

ータはありませんが、この間やる中で、先ほど申し上げたように、仲間づくりやそ

こへ行くことの喜び等々を含めながら、まさに健康寿命の延伸を図る、このことと

考えておるところであります。  

  私のほうからは以上であります。  

○議長（浅田雅昭君）  大谷教育部長。  

○教育部長（大谷奈雅子君）  私からはあずかり保育、学童保育事業についての御質

問にお答えします。  

  １点目の学童保育の待機児童には、どのように対応しているかについてですが、

その際には、校区外の学童保育所を紹介し、定員の空きが出るまでの期間、他校区

の学童保育所を利用していただくなどの対応をお願いしております。またその場合

には、学童保育所への児童の送りは通常時はファミリーサポート事業を御利用いた

だくなどして、その費用については市が支援しているところでございます。  

  ２点目の長期休業期間中は終日のあずかりとなるが、通常の放課後の学童と違い、

問題や課題はないのかという御質問にお答えいたします。課題としましては、学童

支援員が慢性的に不足していることでございます。児童数の多い小学校では、待機

児童が少なからずあり、また夏休みなどの長期休業中のみ利用したいとの要望もあ

ります。しかしながら、特に長期休業中は朝から夕方までの長時間保育となり、夏

場のプールなど通常の倍の支援員が必要となることから、高校生インターンシップ
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事業を取り入れたり、大学生に呼びかけるなど、支援員の確保に努めています。  

  しかしながら、支援員不足の状況は解決せず、複数の学童保育所を合同で保育す

るなど、何とか学童保育所の運営体制を維持するのが実情であります。開設場所の

確保の問題もありますが、人員確保の点からクラス数を増やすことについては非常

に厳しい状況にあり、このことについては今後児童数の推移を注視しながら、引き

続き学童保育所の安定的な運営ができるよう、支援員の確保に努めていきたいと思

っております。  

  ３点目のこども家庭庁も乗り出した昼食提供に関し、宍粟市としての考え方につ

いてです。就労されている保護者の皆様にとって、長期休業中の朝の弁当づくりは

かなり御負担があるのではないかと察します。学童保育所では、長期休業中の食事

の提供については、国も実態調査を行い、官民含めて一定数実施されていることが

報告されています。食事提供の形態として事例紹介がしてありますが、お弁当業者

への発注などがあります。  

  しかしこれについては、食事の提供を考えた場合、児童に対し適切な栄養の摂取

など、健康の保持増進を図ることなどに配慮した献立が必要ではないかという問題

があります。また、学校給食センターの活用では、長期休暇中は機器等の点検やメ

ンテナンス作業を実施していること、少量調理に向かないこと、衛生管理上の問題

として、保温管理が難しいこと。費用負担など課題がございます。  

  さらに、学童保育所では支援員不足の中、給食の配膳や食物アレルギー等への対

応、日々の申込み個数の取りまとめなど、支援員への業務負担など、課題は多岐に

わたることから、今後国の動向なども注視してまいりますが、食事の提供は現状と

して難しいと考えております。  

  以上です。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  いろいろ聞いておりますので、まず最初に日本一の風景街道

づくりから、２回目の質問をさせていただきます。  

  今市長のほうから、実行委員会がそれぞれにあってというような話もありました

けども、これを例えばの話ですけども、一緒にして統一して統合してみたいな格好

というのも一つのケースとして、将来的にあるかなと思うんですけども、まず、私

が思うには、実行委員会もいろいろ考えて取り組まれておることはよく分かってお

るんですけども、その前に、例えばの話、今回藤まつりであった話で、かなり遠方

から藤を楽しみに来られたお客さんが、観光客が、今年ちょっと早咲きやったんで、
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時期的にゴールデンウィーク前後に来られたと思うんですけども、非常にもうしぼ

んだ状態のを見て、がっかりされて落胆されて帰られたというような話も聞いてお

ります。  

  そういうようなことが続くことによって、何ぼ実行委員会があれやこれやと頑張

っても、そういう基本的な部分で人間自然には絶対に勝てませんので、そこらを見

極めるというのは非常に難しいかなと思いますけども、そういう辺りの中で、私一

つ提案として出させていただきたいのが、観光客というんですか、訪問客というん

ですか、リピーター、リピートがなかったら、絶対にその一過性で終わってしまい

ますので、そういうのも踏まえて、咲いている状態、今から特にもみじ山、もみじ

祭りに関してなんかは、今からの取組になると思いますので、ぜひ一考願いたいな

と思うのが、ライブカメラなんですね。  

  ライブカメラをつけて、それをＷｅｂ上で配信していく。費用も管理も大変かな

と思うんですけども、そういうことによって、訪問したいなと思われる方が、リア

ルタイムに情報を確認できると、行こうかなというような話もできるかなと思いま

すので、そういうことも観光客の訪問客の満足度を上げていくということが大切な

のではないかなと思います。  

  その辺りについて、まず行政側の考え方をちょっとお伺いしたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  中村産業部長。  

○産業部長（中村仁志君）  先ほどの御指摘なんですけども、現状確かに藤まつりに

つきましては、この年につきましては見頃がかなり早かったということで、来場客

の方にも御迷惑をおかけしておりました。一応藤まつりにつきましては、例えば衣

笠工務店さんとかのライブカメラでも御参照できるんですけども、ただ一般の方に

はなかなかなじみもありませんので、今後そういった情報提供のところは、また宍

粟観光協会とも詰めながら検討していきたいと思っております。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  ライブカメラになりますと、肖像権の問題とかいろいろな問

題も出てくるかなと思いますけども、その辺りちょっと工夫していただきまして、

ぜひ設置していただくことによって、行こうかなと思ってるお客さん、観光客の方、

訪問客の方がリアルタイムに今もう枯れてしまってるんやったら、行っても仕方が

ないような状態になりますので、そういうふうなことで観光客の満足度を高めるた

めに、満足度を高めたことにより、そういうリピーターとなっていただける。来年

も行こう、再来年も行こうというような格好に、やっぱりぜひ市としてもしていた



－61－ 

だきたいなと思います。  

  それに続きまして、ちょっと２番目のほうの景観形成、今既に２人今日代表質問

されましたけども、その方々も景観形成には、やっぱりかなり注目されてるのかな

というようなお話もありました。その中で、大阪・関西万博を見据えたフィールド

パビリオン構想の中で、景観形成地区内のインスタ映えする重点区域と兵庫県から

も指定されております酒蔵通りや町家通り、その活性化に向け、今ありましたよい

まちプロジェクト、市街地活性化委員会などが、まち歩きが楽しめる取組としての

風景づくりと、なりわいづくりに尽力されておられます。そういった姿勢の取組に

対して、市としてやっぱりどう関わって、どう参画していくのかということを、再

度お伺いしたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  中村産業部長。  

○産業部長（中村仁志君）  先ほど御指摘がありました 2025年の大阪・関西万博に向

けてのフィールドパビリオンへの取組なんですけども、今現状宍粟市ではセラピー

バイクのほうをフィールドパビリオンで今やっていこうと取り組んでおります。今

後、先ほど御指摘のように、やはり宍粟市には酒蔵通りを中心とした、やはり日本

酒発祥の地というところの、そういったよいところもありますので、そういったと

ころを今後賛同者の方を募って、それでより積極的にそういったフィールドパビリ

オンのほうに、出向いていただくような取組をさせていただきたいと考えておりま

す。  

  ただ、賛同をしていただいても、今度受け入れるということが必要になってきま

すので、そのフィールドパビリオンに参加して、それで受入れ体制も整った中での

御賛同ということになりますので、その辺も含めて周知していきたいと思っており

ます。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  先ほど産業部長のほうからセラピーバイクのというような話

が出ましたけど、これはどこへ設置される予定とか、今後の話になると思いますけ

ども、お考えになっておられるのかなと、これはすみませんよろしくお願いします。  

○議長（浅田雅昭君）  中村産業部長。  

○産業部長（中村仁志君）  今内部のほうではセラピーバイクのほうを、フィールド

パビリオンでしていこうというふうなことで進めておるんですけども、それにつき

ましては、基本観光協会とその辺は協力し合いながらやっていこうと、行政主導で

もできる部分でもありますので、その部分について今検討していると。今後民業の
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方については今後話し合いを進める中で、また御賛同を願うということで考えてお

ります。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  分かりました。それと誘導路の整備ということで、前回６月

議会でも、同僚議員から石畳の整備等、それと私どもも常々申し上げてますが、や

っぱり特に今回地元の自治会からも要望書が出ていると思っております。中央通り

の石畳整備です。  

  安全面の確保や見た目の悪さなど、生活道路ではありませんけども、観光誘導路

として、やっぱり整備をしておかなくては観光駐車場から例えば藤まつりに関して

は、あそこは歩いて行かれるわけなので、それがあの見た目の悪さでは、これが風

景ビジョンかなと思いますので、その辺りも踏まえて、観光資源の有効活用に関し

て、見直しを再度考えるべきではないかなと思うんですけど、その辺りいかがでし

ょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  かねてより御要望いただいております誘導路の整備でありま

すが、令和２年度に本町商店街区間において厳しいところをまずさせていただきま

した。先ほどお話があったとおり、この８月に山崎地区の自治会長会、それから宍

粟市の商工会、中央通り商店街、あるいは伊沢町商店街の４団体連名によりまして、

先ほどおっしゃったように、中央通り商店街から五番街までの石畳の早期改修の要

望が出ております。  

  私も冒頭いろいろお話があったとおり、ある意味景観と合わせたり、いろんな町

でストリートをどうしていくかという、通りも非常に重要なことだとこのように考

えております。特にこの今回御要望いただいてますところは、お店屋さんも非常に

多いところでありまして、工期の問題、あるいは場合によってはお店も休んでもら

わないかんと、こういうことも含めて、地元の皆さんのまさに合意形成が非常に重

要な部分があります。  

  そういうことも踏まえて、４団体含めて連名で出されたと認識はしておるんです

が、そういった合意形成も含めながら、その目標に向かって予算確保に、私たちは

努めていきたいと、このように考えておりますので、そのように、ただ来年やる、

再来年やると、現段階で明示できませんが、要望をいただいたところでありますの

で、もう少し地元の皆さんとも協議しながら、予算確保をしていきたいと、このよ

うに考えております。  
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○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  そこで一つちょっと要望を上げさせていただきますと、本町

通りは 24時間車の交通量もあるし、 24時間通行可能な通りでありましたので、現在

のような石畳というんですか、舗装になっておりますけども、特に中央通りの場合

は、 24時間車が通行しているわけでもないので、いわゆる生活道路ではありません

が、その中でああいう傷みが出てるという点ですね。原因をやっぱり突き止めなが

ら、やっぱり最新の工法でいろんな方法で、違ったやり方というのもあると思うん

で、まずは何で生活道路ではないような、ああいう中央通りでああいうふうにタイ

ルがめくれてしまうのか、石畳がめくれてしまうのかということも、ちょっと原因

をやっぱり考えながら、研究しながら、新しいような素材があればそれを使ってい

ただくと。経費の件もあるかと思いますので、その辺りも踏まえて、ぜひお願いし

たいなと思っております。  

  それと三つ目の揖保川でのアユ釣り、アユ掛け等について、ちょっと質問させて

いただきます。  

  ある方から、下水処理のための消毒がかなり過度になって、水がきれいになり過

ぎたんではないかというような話も伺っております。それが真実かどうかというの

は別としても、そういうふうに人工的に何かをすることによって、水体系が崩れて

しまうというようなこともございますので、そういう点も踏まえて、それが事実か

どうかというよりも、そういう点で生態系が崩れてしまうようなことではいけませ

んので、その辺り市長管轄が違いますでしょうけども、その辺り、市としての考え

方というんですかね、取組方。魚が何で少なくなってしまったのか。アユが少なく

なってしまったのか。観光客が来なくなり、今までの釣り人が来なくなったのかと

いう要因も、やっぱり考えていかないといけないと思うんですね。だからその辺り

踏まえて一言何かありましたら、お願いしたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  清流揖保川は私たちにとっては、なくてはならない大切な川

であります。当然子どもの頃からでありますが、誰しもが川に親しみながら、自然

とともに生きてきたところであります。しかし川というのは時として大きな牙をむ

くと、こういう状況でありまして、両面でしっかりその川の在りようを考えていか

なくてはならないなと、このようには考えております。  

  ただ、近年特に今年につきましては、冒頭申し上げたとおり、どういった状況で

というのは、まだそれぞれ検証なされているわけではありませんが、私も揖保川漁
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業協同組合の役員の皆さんとも、時としてお話しするわけでありますが、特にこの

６月、あるいは７月非常に高温でありました。高温の中でアユというのは、非常に

ちょっといろんなところで特性があるわけでありますけども、あまり暑くなるとな

かなか泳ぎができない状況であります。もちろん鱗がありませんので。ですから、

当然深みにはまって入っていって、しばらく動かないという状況もあるやに聞いて

おります。  

  したがって、浅瀬にはなかなかアユが出てこないという状況が、７月あったんで

はないかなと推測をします。したがって天候の問題もあるわけであります。それか

らもう一つは、カワウであります。御存じのとおり、カワウとサギが大群でいろい

ろ来ておるところでありまして、揖保川漁業協同組合さんが稚魚を放流なされても、

すぐさまカワウ、あるいはサギが来て、ある意味幾らか彼らの餌になっていくと、

こういう状況も現実としてあります。かつてよりカワウの駆除も揖保川漁業として

もされておりますし、市のほうにもいろんな要請が来ておるのも事実であります。  

  それともう一つは、川のことも御存じかも分かりませんが、近年外来種は減った

ところでありますが、外来種も直におるという状況もあります。そういうもろもろ

が重なって、やっぱりアユの生息が非常に厳しい状況があるんではなかろうかと推

測しております。  

  したがって、お話としてはこれは市にとりましても、非常に観光資源として重要

なものでありますから、今後揖保川漁業、あるいは専門、揖保川漁業にも専門家が

いらっしゃいますので、そういったところを検証しながら、今後可能な限りアユ釣

り客、太公望がたくさんお越しいただいたり、あるいは子どもたちも川に親しんで

いただいたり、そういう川を目指していきたいと、このように考えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  樽本建設部長。  

○建設部長（樽本勝弘君）  １点、下水道のことが出ましたので誤解がないように御

答弁させていただきたいと思いますが、下水道の排水については、やはり環境省の

基準に基づいてしっかりと管理し、放出させさせていただいております。また河川

管理者である国交省においても、年に１回水質管理をされておりまして、揖保川の

水質については問題ないというような御意見等々もいただいております。またそう

いった部分については、適正な管理に今後も努めてまいりたいと思っております。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  ありがとうございます。ぜひともまたかつての。失うのはも
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う早いんですよ。これをまた取り戻すって、にぎわいを取り戻すというのは、非常

に難しいことなんで、もうぜひともみんな市民全員挙げて、やっぱり市を挙げてや

っぱり対応して、かつてのにぎわいを取り戻したいなと思っております。よろしく

お願いします。  

  この質問の最後なんですけども、風景ビジョンということで、いろいろ市長もコ

ンテンツをつくったり、既存の資源を整備活用されたり、いろんなことを考えてお

られます。ただやっぱりつくるだけではなく、それを継続的にまた持続可能なもの

としてあり続けなければ意味がありませんので、そういうことも踏まえて、一過性

やいつの間にか自然消滅してしまったようなものにならないように、宍粟市の遺産

として記憶していくためには、やっぱり大切なことはいろいろあると思うので、課

題もあると思います。  

  明日ですかね、うちの同会派議員のほうから、風景街道づくり事業に関しての提

案をまたさせていただきますので、またそれはよろしくお願いしたいと思います。  

  再度に最後になりますけど、市長にこの事業を通じ、宍粟市の未来ビジョンをど

のように描き、導こうとされているのかを伺って、次の質問に移らせていただきた

いと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  私はこの風景ビジョンを通じて、それぞれの人、それぞれの

生き方や様々な地域歴史や文化や、いろいろあるわけであります。もちろん人の営

みもそれぞれあるわけでありますが、私は次の時代にしっかりそれぞれの風景をつ

ないでいくことによって、私はそれぞれが誇りを持てるんではないかなと、こう思

っています。  

  人としては、私としてもそうでありますが、誇りを持つことによって生きる喜び

や、未来を描くことができるんではないかなと、そういったものを描けるように、

そのためにはいかに持続させていくかということが大事でありますので、そういう

観点で今後進めていきたいと思ってます。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  力強いような思いをありがとうございます。  

  続きまして、ちょっとフレイル予防について少し触れさせていただきたいと思い

ます。  

  先ほど私が述べましたように、この事業というのは、地域づくりを支援していた

だける方々の協力なくして、推進できない事業だと思っておりますので、そういう
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中で宍粟市は他の自治体と比べて、地域づくりに参加していただける方々が非常に

多いと聞いております。近隣関係が希薄になりつつある中、人情味のある町という

んですか、そういうのはまだ残ってるのかなというようなことで、僕もうれしく思

ってるんですけども、まずはそういうサポートしていただける方には、本当に大変

な労力をかけてるのかなとも思っております。  

  先日ちょっと視覚障害者の方々の卓球の大会、また練習会があったんで行ったん

ですけども、選手が 10名ほど、それプラス 10名ほどのサポートされる方が来ておら

れました。かなり本当にそういう支え合っていくことって大切だと思うんですけど

も、そういう中で、こういうサポートされる方には、本当にもう感謝しかないかな

と思っております。この場を借りて、そういう地域づくりに支援にしていただける

方々には感謝申し上げたいと思います。  

  その中で、ボランティア講座もいろいろ開催もされておりますし、気軽に地域づ

くりの支援活動により多くの方が参加してもらえる環境づくりが絶対に大切やと思

います。ぜひ整えてもらいたいと思いますけども、そういう件に関して、健康福祉

部のほうは、いかがお考えになっておられますでしょうか。地域づくりに対してお

願いいたします。  

○議長（浅田雅昭君）  有元健康福祉部次長。  

○健康福祉部次長（有元靖代君）  先ほども市長答弁がありましたように、宍粟市で

は、住民主体の通いの場がフレイル予防であったり、健康づくり、生きがいづくり、

地域づくりの場にも発展していけるよう、市としましても今後とも関わり、アプロ

ーチしていくとともに、もちろん自治会や老人クラブ等団体、関係する市民の方々

とも、今後とも今まで以上に、連携を取りながら進めていきたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  当然ながら、そういうふうに努めていきたいと、我々も考え

ております。とにかくフレイルを推進するということで、結果がどういうふうに出

るんやというのは非常に難しいことだと思います。その中で、 75歳で要支援・要介

護になるような、認定されるようなことが、それが 77歳、 80歳になることで、健康

を維持できることというのは、本当に大切なことだと思いますので、ぜひとも、こ

れはもう宍粟市だけやってることじゃなしに、全国的にやってる大きなテーマです

ので、それも他人ごとじゃなく、自分もやっぱりそれに関わっておりますので、自

分自身のことでもありますので、ぜひそういう予防検診等進めていただきまして、
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やっていただきたいなと、推進していただきたいなと思っております。  

  一つだけ最後に、診断後、健康診断、フレイルチェックやそれから認知症のチェ

ック、そういう診断もやっておられますけれども、その診断後、医師との連携とか、

本人さんや家族さんの方々のスムーズなフォローというのは、どういうふうな対応

をされておられるんでしょうか、そこだけお聞きします。  

○議長（浅田雅昭君）  有元健康福祉部次長。  

○健康福祉部次長（有元靖代君）  特定健診の会場で、後期高齢者医療保険の方に対

し、後期高齢者質問表を実施し、フレイルの特性を把握しているような状況です。

この特性を把握し、要精密判定になられた方等については、個別にアプローチを行

っておるところです。個別支援の過程で医療機関につないだり、介護保険や介護予

防事業等につなげているところです。  

  以上です。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  ぜひとも医師と連携、またフォロー、それと御家族さんへの

スムーズなる的確なフォローをよろしくお願いしたいと思います。  

  最後の三つ目のあずかり保育、学童保育事業について質問させていただきます。  

  宍粟市の場合、ちょっと私これ認知不足なんですけども、閉所時間はいつになっ

てる、何時になってるんでしょうか、ちょっとお聞かせ願えますでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  大谷教育部長。  

○教育部長（大谷奈雅子君）  学校等がある時間帯については同じですが 18時、午後

６時の閉所となっております。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  何かちょっと私データを見ますと、放課後児童クラブの約

60％の施設では、子どもが 18時半以降まで預けることができ、残りの 40％の施設が

18時半以前になっているそうです。  

  それなんでやっぱり、先ほど言いましたように、フルタイムで働く保護者のライ

フスタイルの変化というのがありますので、ぜひその辺りも踏まえて働き続けるこ

とが困難になってしまうようでは、その子どものために働けないというようなこと

がないように、これも子育て支援の上で、また子育てしやすい環境づくりの上でも、

大切かと思いますので。その辺りも踏まえ、教育委員会のほうもぜひ御考慮願えた

らなと思います。いかがでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  お昼 12時を回りましたが、このまま会議を続けます。  
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  大谷教育部長。  

○教育部長（大谷奈雅子君）  いわゆる学童保育の延長につきましては、保護者の方

からニーズがあるのは事実でございます。先ほども申しましたように、何といって

も、支援員の確保が大変難しい状況がございまして、なかなか延長することができ

ない状況です。また、全国的には民間の事業者さんが運営なさる学童保育等につき

ましては、柔軟に対応されているというふうに理解しております。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  それと最後に一つ確認を取りたいんですけども、先ほどファ

ミリーサポートとの連携という話がありましたけど、これ全然健康福祉部でやって

るファミリーサポートのことですかね。それ何か趣旨が全然違うんじゃないかと思

うんですけども、待機児童に対してそういうファミリーサポートをどのように活用

されてるのかなということだけ、最後お聞きしたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  大谷教育部長。  

○教育部長（大谷奈雅子君）  先ほど御発言いただきました、健康福祉部で実施して

おりますファミリーサポート事業を活用させていただいております。学童保育所へ

の校区外への学童保育所への送りにつきまして、その部分をまかせて会員さんに、

あずかりの中で対応していただいている状況でございます。  

○議長（浅田雅昭君）  ８番、垣口真也議員。  

○８番（垣口真也君）  分かりました。ありがとうございます。理解しました。  

  最後に、放課後児童クラブや学童保育は、今後ますます重要な社会インフラにな

っていくと思います。先ほど話なんかにありましたように、支援員の待遇、それか

ら支援員の不足、それから保護者の利便性、子どもの過ごす環境など、キャパの問

題とかいろいろあると思うんですけど、今まで以上に深く議論されるべき課題も多

いんじゃないかと思っております。  

  一つ一つを解決しながら、宍粟市が子育てしやすい環境であり、子育て支援の厚

いまちであるということを、やっぱり共に考えていきたいと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。  

  以上、教育長ありますか、よろしくお願いします。  

○議長（浅田雅昭君）  中田教育長。  

○教育長（中田直人君）  ありがとうございます。宍粟市の子ども、児童・生徒数の

全体の数が減っている中で、学童保育を利用する子どもたちの数は増加傾向にあり

ます。それが今の社会を反映しているんですけれども、学童保育の本当の目的は就
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労支援、それで子どもたちの内容ということになるんですけれども、先ほど部長が

申し上げたとおり、宍粟市の学童保育の充実のため、一つの喫緊の課題は、支援員

の確保というところに尽きると思います。  

  この状況について、しっかりと議論していかなければならないわけですが、やは

り学童保育の中に求められる機能や役割が、やはり時代とともに多岐にわたってい

ます。学童を利用する子どもたちにとっては、学校教育の学校生活から学童の生活、

家庭生活という、子どもの生活は連続しているわけなんです。そこを大事にしなが

ら、しっかり教育委員会としても考えていきたいと思っております。  

  ただ 40人の児童・生徒を２人の支援員の方々に、補助の方もおられるわけですけ

れども見てもらってます。状況に応じてやっぱり３人、４人の支援員の方が必要な

状況もたくさんございます。現状として、本当に支援員の方々の就労に対する何と

か応援サポートと、子どもたちへの深い愛情と、そういったお気持ちに今助けられ

ながら、宍粟市の学童は運営しているのが事情でございます。  

  今後、少しでも状況がよくなっていきますよう、なお今８名の子どもたちが自宅

待機、それからそれ以外の合同の保育ということで７名、合計 15名の方々には非常

に御理解をいただいている状況にあります。少しでも改善できるように努力してま

いりたいと思います。  

  以上でございます。  

○議長（浅田雅昭君）  よろしいですか。  

  これでミライしそう、垣口真也議員の代表質問を終わります。  

  会議の途中ですけれども、ここで午後１時 10分まで休憩します。  

     午後  ０時０５分休憩  

                                       

     午後  １時１０分再開  

○議長（浅田雅昭君）  休憩を解き、会議を続けます。  

  公明市民の会の代表質問を行います。  

  ５番、八木雄治議員。  

○５番（八木雄治君）  午前中に引き続きまして、午後からもよろしくお願いいたし

ます。議長の許可を得ましたので、通告に基づき、公明市民の会の代表として代表

質問させていただきます。５番八木です。よろしくお願いいたします。  

  大きく二つさせていただきます。まず、犯罪抑止等についてお伺いいたします。  

  地域の目を増やし、安全・安心のまちづくりと犯罪抑止につなげていくために、
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毎年のように防犯カメラ設置補助事業として予算計上されています。しかし、それ

だけでは、この広い宍粟市をカバーしていくのは大変難しいのではないかと感じて

おります。そこで、車に搭載されているドライブレコーダー、ドラレコですけども、

これを動く防犯カメラとして活用することはできないのかということを、お伺いい

たします。  

  まず一つ目として、これまでに市内で取りつけられた防犯カメラの数 92台、これ

は令和４年度末の市の補助事業で設置された数であります。また、個々で設置され

た台数は入っていませんので、現在市内でどれだけの数が防犯カメラの数があるの

かちょっと分かりませんけども、とりあえず今のところ 92台ということを聞いてお

ります。  

  今年度も予算計上され、またこのたびの補正にも計上されて、今年度は 53台分の

防犯カメラを予算計上されています。合計 145台になっているんですけども、この

数を市はどのように捉えられているのかということを、お伺いいたします。  

  二つ目、ドライブレコーダー、ドラレコの活用をすることで、市内の見守り強化

につながり、犯罪抑止効果もあり、さらに災害時の調査にも活用できるのではない

かと推測できます。そこで、市は今ほとんどの車、一般市民の方もそうなんですけ

ども、ドライブレコーダーを車に取りつけておられる方が多いと思うんですけども、

このドラレコの活用の提案をどう捉えられているのかを伺います。  

  そして大きく二つ目の質疑ですけども、ピロリ菌、ヘリコバクターピロリ検査に

ついて伺います。  

  ピロリ菌は胃の粘膜に住みつく細菌で、多くの人が子どもの頃に感染します。ま

た、一度感染するとほとんどの場合が除菌をしない限り、胃の中に住み続けるので、

私たちの中にもピロリ菌がいるかもしれません。なぜかというと、ピロリ菌はウレ

アーゼという酵素を出して、胃の中の尿素を分解しアンモニアをつくり出します。

そのアンモニアはアルカリ性なので酸性の胃液と中和することができるため、胃液

の影響を受けません。  

  そしてこのピロリ菌がつくり出すアンモニアやその他の物質によって、胃の粘膜

が傷ついたり、免疫反応から炎症を起こすことがあるので、ピロリ菌が見つかれば

除菌をする必要があります。そこで、胃炎や十二指腸潰瘍や胃がん予防に効果があ

ると言われているピロリ菌検査についてお伺いいたします。  

  まず一つ目ですけれども、毎年行われている市の検診では、ピロリ菌の検査項目

がありませんが、どうして行われないのかをお伺いいたします。  
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  そして二つ目、ピロリ菌感染の検査をして、除菌をするのは早ければ早いほどい

いと聞いております。そこで義務教育中の健康診断で、１回ピロリ菌検査の実施が

できないのかということを伺います。  

  これで１回目の質問を終わりにいたします。  

○議長（浅田雅昭君）  八木雄治議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。  

  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  それでは公明市民の会、八木議員の御質問に答弁をさせてい

ただきます。  

  １点目の犯罪抑止の関係でありますが、特にその１点目の、これまでに防犯カメ

ラを設置しているが、市はその数をどのように捉えているかと、こういう御質問で

ありますが、全国各地で凶悪な犯罪が発生をしております。毎日のようにテレビや

新聞で報道がなされておりまして、大変危惧しておるところでありますが、その防

犯カメラにつきましては、地域の見守り力の強化、犯罪抑止、解決など、その効果

は高いものと考えております。  

  市の補助により設置された防犯カメラは、先ほどありましたように、現在 92台で

ありますが、全国的なそういった犯罪の発生を受けて、設置ニーズは高まっている

ものと、このように思っております。  

  そこで、令和５年と６年度の２年間につきましては、防犯カメラを重点的に設置

をしていただくため、自治会等への補助金額を増額をさせていただいたところであ

ります。このことによって、設置の促進を図り、地域の見守り力の向上、安全・安

心なまちづくりにつなげるよう、取組を進めてまいりたいと考えております。  

  ２点目のドライブレコーダーの活用の件でありますが、ドライブレコーダーは、

自動車事故の発生時の原因究明や、数年前にあおり運転が頻発したところでありま

すが、その対策としても、器具そのものも開発なされたりするなどして、設置が急

増いたしました。かつて議会におきましても、公用車両に設置が必要ではないので

しょうかというふうな声も受け、その後公用車の車両更新時等における導入により

まして、現在 55台に設置をしておるところであります。  

  御質問のドライブレコーダーを活用した見守り活動は、兵庫県内では三田市が、

また全国的にも幾つかの市町で取組されていることも確認をしております。その取

組事例としましては、市の公用車やバス、タクシー事業者などに協力依頼をし、ド

ラレコによる見守り活動実施のステッカーを車両に貼りつけ、注意喚起や抑止効果

を促し、通学路、公園などでの児童・生徒の見守りにもつなげ、必要に応じ記録デ



－72－ 

ータを警察等、捜査機関へ提供するなどが取組となっています。  

  自動車事故や人命に関わる事案など、捜査機関の要請に応じ、記録データの提供

は可能と考えますが、災害等事案における記録データ提供は、個人情報の問題など、

整理する課題もありますので、今後警察と連携し、また先進事例の情報収集も行い

ながら、その効果などを研究していきたいと、このように考えております。  

  次に大きな２点目のピロリ菌の検査についての御質問でありますが、宍粟市では、

市民の健康保持、健康づくりの推進は、安心のまちづくりに向けた重要な柱と捉え、

集団検診におけるがん検診をはじめとして、各種健康づくり事業に取り組んでおる

ところであります。  

  がん検診の一つである胃がん検診の一次検診は、国及び県が定める、いわゆるが

ん検診指針に基づいて、問診と胃部エックス線検査を実施しています。したがいま

して、ピロリ菌検査は、国指針に基づく検診としての実施は勧められていないため、

現在のところ、市の検診では実施をしておりません。  

  ２点目の児童・生徒の健康診断におけるピロリ菌検査の実施についてであります

が、現段階では実施の予定は考えておりませんが、その理由といたしまして、先ほ

どの１点目と関係ありますが、国及び県が定める、いわゆるがん検診指針において、

健康で無症状な集団に対するピロリ菌の除菌による胃がん発症の予防効果について、

十分な科学的根拠は示されていないこと。また、運用上の課題についても整理する

とされております。宍粟市におきましても、国や県の動向等を踏まえ、しっかりと

情報を収集しながら、このことについても研究していきたいと、このように考えて

おります。  

  以上であります。  

○議長（浅田雅昭君）  ５番、八木雄治議員。  

○５番（八木雄治君）  それでは、まず防犯カメラのことについてお伺いいたします。  

  以前、私も市長のほうに一度、防犯カメラの設置をお願いしてきてるところがあ

るので、何とかしてもらえないかということを市長のほうにお伺いしたら、何とか

やろうということで言ってくれたんですが、なかなかちょっと時間が経過してたと

いうこともあるんですけども、そこはよく事故が起こったり、駐車場内でも接触事

故等があって、警察のほうからも何とかカメラの設置をということを促されてるみ

たいなんで、そこの課長も何とか市のほうにお願いしたいということで、何度かお

願いしたけどなかなかできないので、私が近いので、私のほうにそういう問合せが

あったんで伺ったんですけども、なかなか設置してくれなかったということなんで



－73－ 

すけども、そのときと今年度また違ってくると思うんですけども、やはりそういう

第三セクターなんでいいますと、道の駅さんの駐車場でよく事故があったというこ

とで、あれだったんですけども、なかなか動いてくれないということがあったんで

すけども、ちょっとそのことについて、ちょっと違うということなんだけど、その

ときと今は違うと思うんですけども、ちょっとそのことをお願いしたいと思います

けども。  

○議長（浅田雅昭君）  答弁を求めます。  

  富田副市長。  

○副市長（富田健次君）  道の駅の一宮の分でしょうか。今般駐車場内で事故があり

まして、それを検証するのに防犯カメラがあるとそれで検証できるんだけどという、

警察当局のお話がございました。そういったことを聞きまして、今回駐車場のほう

に２台防犯カメラを設置させていただいたというところでございます。それまでも

御意見があったんですが、その有効性であるとか、そういったことを検証する中で、

今回というんですか、少し前なんですが、有用だろうということで設置をさせてい

ただいたというところでございます。  

○議長（浅田雅昭君）  ５番、八木雄治議員。  

○５番（八木雄治君）  先ほどのあれは、ちょっと防犯とかではちょっと関係ないん

ですけども、事故とかいうことなんですけども、やはりそういうのも、やはり運営

しているところでしたら、すぐにでも解決したということもありますので、やはり

それは、やはり率先してやっていっていただきたいなということで、今回ちょっと

防犯、ドライブレコーダーのことも兼ねて、防犯カメラのほうもさせてもらったん

ですけども、そこで二つ目のドライブカメラのことなんですけども、先ほども兵庫

県の中でも、市長は三田市がやっておられるとか言われたんですけども、いろいろ

ホームページを調べてみましたら、千葉県のほうでは警察署と一緒に、君津市です

かね、が動く防犯カメラが安全・安心なまちづくりを推進ということで進められて

いて、そこで君津市と周りの市も一緒に、木更津市と富津、袖ヶ浦、この四つの市

が一緒になって、警察署と一緒になって、ドライブレコーダーを活用して、交通事

故とまた防犯対策ですね、そういうことに取り組んでおられる市もあるということ

を見てるんですけども、これからの動向を伺うということになってるんですけども、

やはり宍粟市としても、やはり県下でもまだ少ないということなんですけども、や

はり率先してやっていくべきではないかなと。  

  この広い宍粟市なんで、やはり山崎町の中ではまだまだ防犯カメラ設置していれ
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ば、まだ結構分かると思うんですけども、やはり一宮の奥、波賀の奥、千種の奥へ

いくと、なかなか防犯カメラの設置が難しくなってくると思うんで、やはり動く市

民の方々がつけておられる防犯カメラ、また企業の方がつけておられる防犯カメラ

等ですね、そういう提供があってすると、犯罪の抑止にもなる。ステッカーが貼っ

てあれば、他の人が見たら車でこんなんある、うかつなことはできないのかなとい

うふうに、犯罪抑止にもなると思うんですけども、そのことについてはどうなのか

ちょっとお願いいたします。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  防犯カメラまたドライブレコーダー、ドラレコの関係であり

ますが、１点目のことも関係するんですが、以前お伺いして、先ほど道の駅の駐車

場内はそういう状況でありますが、むしろ、「播磨いちのみや」におきましては、

道路がちょっと曲がっておりまして、伊和神社とあそこのカーブが非常に時として

渋滞したり、あそこで頻繁に交通事故起きると。  

  したがってそこをどうかというようなお話もありました。ただ道路に向かって防

犯カメラを置くというのはなかなか難しい、いろんな個人情報のことで非常に難し

いので、今回先ほど副市長が答弁したとおり、駐車場内は管理のところであります

ので、それはできるんですけども、そういう意味では今後、危険な箇所についても

含めて、検討せないかんなということで時間がかかったのも事実であります。  

  併せもって、ドラレコの場合については、先ほども申し上げたとおり、私も初め

てこういうことを質問いただいて調べてみたんですが、今三田市さんにも聞いてみ

ました。いよいよ動き出して間がないということでありますので、有効性やいろん

なことも含めて、実際に動き出しながら検証しとんだということであります。まさ

にそのとおりだと思うんですが、宍粟市も先ほど申し上げたとおり、警察と連携し

ながらこのことを検討していきたいと、このように思います。  

  同時に市の公用車については今 55台つけておりまして、それは前々からもいろい

ろ御提案があったとおり、一応有事とかいろんな場合にも活用した例もありますの

で、ただいかにして啓発するかということもありますので、例えばですが、青パト

とかいうことで、民生委員さん、協力員さん、あるいはいろんな方々に御協力いた

だいておりますし、あるいは青少年見守りということで、トラックなんかにも入っ

ていただいたりしておりますが、そういうことも含めて啓発をしながら、みんなで

安心を担保していこうという、こういう趣旨だと思いますので、そのことも含めて

十分研究させていただきたいと、このように思います。  
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○議長（浅田雅昭君）  ５番、八木雄治議員。  

○５番（八木雄治君）  今後検証していただくのもいいんですけども、やはり、ほか

の地域でいいますと営業車、自家用車ですね。そういう協力をしているという市も

あります。ちょっと違うところがちょっと調べたら、尼崎なんですけども、尼崎の

場合はドライブレコーダーもそうなんですけども、市内で実用的にウオーキングや

自転車によって運動している、走ってる方にそういう協力をされて、そういう人に

は首掛けストラップとかＩＤを提供して、そういう防犯の意識を高めるという。犯

罪がないとか、もしくは子どもたちに事故がないとか、長く見たら子どもたちのい

じめ等もそういうことも監視していけるということで、ウオーキングされてる方や

自転車に乗って市内を回って、市内の中を走っている方に、そういう呼びかけ募集

もされてる市もあると思うんですけども、宍粟市としては、もしそういうのと、先

ほども青パトとか、いろんなことあったと思うんですけども、宍粟市としてもほか

に、ドライブレコーダーがなかなか難しいかもしれないんですけども、身近にでき

ることももうちょっとあるんじゃないかなと思うんですけども、そこについてちょ

っとお伺いいたします。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  三田市さんは聞いてみますと、郵便局とかあるいは神姫バス

さん、さらにまたタクシー等を依頼して、共同でやってるということがありました。

それには先ほど申し上げたステッカーを貼ったりしてということであるようであり

ます。ところによっては、市の収集事業をされてる車になったりとか、市内を巡回

されてる方なんかにも御依頼されているところも、全国ではあるようであります。  

  そういうことも含めて検討していきたいと思いますし、特に私は現在防犯協会の

会長もしておりますので、防犯協会に集う事業所もありますので、そういったとこ

ろにも働きかけをして、同時に市としてもこういったことを一度検討していきたい、

このように思います。  

  多くの皆さんが、安全・安心、見守りをする中で、安心な町をつくるという意味

だろうと思いますので、そういう観点で抑止効果を現す意味で、ぜひ実現に向けて

いろいろ研究していきたいと、このように思います。  

○議長（浅田雅昭君）  ５番、八木雄治議員。  

○５番（八木雄治君）  最後になるんですけども、先ほども公用車で 55台ほどでした

かね、約２割ぐらいになるとは思うんですけども、そのとき順次更新していくたび

に、ドライブレコーダーのほうをつけていくと言われていたんですけど、まだまだ
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少ないと思いますので、やはり何とかもう 100％になれるように、やはりそれだけ

走っていれば、やはり防犯の強化にもなると思いますので、何とかの公用車のほう

だけでも、なるべく早く 100％にしてもらえるようにしていただきたいなと思いま

す。  

  続きまして、ピロリ菌のほうなんですけれども、先ほどピロリ菌の検査ですね。

一つ目なんですけど、国や県の動向を見ながらということになるんですけれども、

やはり言われてるのはピロリ菌でかなり胃がんのリスクが、除菌すれば胃がんのリ

スクが少なくなるということはよく聞いてるんですね。そこで 1994年に世界保健機

構によって、確実な発がん因子としてピロリ菌が認識されたということですね。  

  これは、たばこやアスベストなどの発がん因子と同様の分類になってるというこ

とを聞いてるんで、何とかやはり胃がんの、やはりがん、日本人にしたら胃がんが

一番多いんではないかと思うんですね。胃がんのリスクは避けるためにも、やはり

ピロリ菌の検査が必要ではないかと思うんですけれども、そこをもう一つ再度お伺

いいたします。  

○議長（浅田雅昭君）  有元健康福祉部次長。  

○健康福祉部次長（有元靖代君）  ピロリ菌は胃がんの発症リスクであることが、科

学的にも証明されていることは承知のところです。ただ、先ほど市長から答弁があ

りましたように、国のがん対策推進基本計画では、健康で無症状の集団に対するピ

ロリ菌の除菌による胃がん発症の予防効果につきましては、十分な科学的根拠は示

されていないと記載されております。  

  国は科学的根拠に基づく正しいがん検診の実施を推奨しておりまして、宍粟市に

おきましても、国の指針に基づく胃部エックス線検査の受診を推進し、ピロリ菌検

査につきましては、今後、国や県の状況を把握する中で検討させていただきたいと

考えております。  

  以上です。  

○議長（浅田雅昭君）  ５番、八木雄治議員。  

○５番（八木雄治君）  そうですね、ピロリ菌今回一つ目のほうは、市の検診でとい

うことですから、結構年のいった方が中心になるとは思うんですけれども、その二

つ目の義務教育中、小学生・中学生の間にということなんですけども、さっきのあ

れにも言ったんですけど、やっぱり早ければ早いほど、胃がんのリスクが少なくな

ると言われているんですね。  

  やはり一部のところでは、どこでしたかね、熊本のほうなんですけども、中学２
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年生のときにピロリ菌検査を実施して、感染の有無を調べる検査を始めたというこ

とで、そういう先進的な市もあるんですけども、宍粟市としてもやはり将来的にも、

胃がんのリスクを減らすためにも、小・中学生の間に１回、その小学校の間なんか

中学生の間なのか、ちょっと分かんないんですけども、やはりそういう検査も四つ

の方法があるんですけども、胃カメラではなしに簡単な方法も三つぐらいあるんで

すけども、何とか中学生じゃなしに、義務教育中にそういうことも始めてもらえる

のがいいんじゃないかなと思うんですけど、再度そこをちょっとお伺いいたします。  

○議長（浅田雅昭君）  有元健康福祉部次長。  

○健康福祉部次長（有元靖代君）  先ほどの御答弁のとおり、県内の他市町で、胃が

ん対策の一環としてピロリ菌検査を実施されていることも承知のとおりです。ただ

ピロリ菌検査は現在のところ、先ほど申し上げました国が定める検診指針に規定さ

れておらず、実施している市も少ない状況となっておりまして、児童・生徒を対象

としたピロリ菌検査の実施につきましては、一般市民の方々への導入と同様に必要

性を十分研究した上で検討してまいりたいと考えております。  

○議長（浅田雅昭君）  中田教育長。  

○教育長（中田直人君）  義務教育の健康診断におけるピロリ菌検査という趣旨です

ので、少しお答えさせていただきます。  

  このピロリ菌検査が果たして年齢制限があるものなのかどうか、恐らくないんだ

ろうと思いますが、今議員がおっしゃる、果たして早ければ早いほど本当にいいの

かどうか、私は承知しておりません。どこまで低年齢に下して検査すべきことなの

か、一般的に考えると早ければ、再感染の可能性もあるんじゃないかなと一部思っ

たりもします。恐らく適切な時期が医学的にもあるんだろうと思いますが、そのこ

とを承知してないので申し訳ないんですけれども、ただ学校における健康診断は、

これは学校保健法上の施行規則 12項目ございます。身長、体重、あるいは視力、健

康診断そのものは法律に基づいて行うべき検査なんですけども、そこに学校あるい

は設置者の判断でもって、別の項目の検査を導入するということになると、それは

当然、保護者の同意と理解を必要とするものです。法律基づくもの以外のものはで

すね。  

  そういうことを考えますと、現状ではまだ様々な全国的にも中学生を中心に、検

査が行われるような事例を少しお聞きしたわけですけども、今後学会等でもいろん

な議論があるんじゃないでしょうか。子どもたちのピロリ菌検査については、その

辺り十分研究していく必要があるとは思うんですが、私は子どもたちの検査も必要
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ということになれば、今後検討するんですが、やはり必要な検査というのは、子ど

もが生まれる前の世代の方々の、その検査と除菌というものがまず前提にあって、

それが子どもに感染させないという、この考え方に今立つべきなんじゃないかなと

いうことを考えております。  

  以上です。  

○議長（浅田雅昭君）  ５番、八木雄治議員。  

○５番（八木雄治君）  何歳からがいいのかというのは、ちょっと僕も分からないん

ですけども、調べてみたら、早ければ早いほうがいいと。こちらの方が述べられて

るのは、 29歳までに除菌した場合は 99.9％胃がんを抑制する効果がある。 49歳まで

には 92％、 59歳までは 76％、年を取っていくごとに低下していくということも言わ

れていますし、またピロリ菌は５歳までに感染することが分かっているというよう

なことも。  

  我々の世代でしたら、水道等が発達してなかったので、井戸水とか飲んでる人が

多かったんで、やはりピロリ菌が多かったということも聞いてますし、今下水道等

も完備されて、若い世代は少なくなってるとは思うんですけども、若い世代の親が

子どものときに食事を与えるときに、自分がちょっとかんでそれを与えたりするこ

とで、うつるということも聞いてますので、できれば、早いうちにそういうピロリ

菌を検査をしてもらって、子どもたちの除菌をしてもらい、がんの発生率を抑えて

もらえるように今後考えてもらいたいと思いますので、これで私の質問を終わらせ

ていただきます。  

○議長（浅田雅昭君）  答弁はよろしいですか。  

○５番（八木雄治君）  はい。  

○議長（浅田雅昭君）  これで公明市民の会、八木雄治議員の代表質問を終わります。  

  続いて、政策研究グループグローカルしそうの代表質問を行います。  

  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  グローカルしそうを代表いたしまして、議長の許可をいた

だきましたので代表質問をさせていただきます。  

  市長６月にも、人口減対策あるいは少子化の要因と対策ということで議論をさせ

ていただきました。６月は非常に不十分だったというふうに捉えておりまして、今

日は再度そういう視点と、今の病院事業の取組が果たして適切妥当なものなのかと

いうような視点。それから宍粟の強みである取組とは一体何なのかという辺りをい

ろいろ考えてまいりました。そういう視点で、少し質問をさせていただこうと思い
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ます。  

  本市の基本計画や、総合戦略の中にも、人口減対策は重点的かつ戦略的に取り組

むべき課題であるというふうに記されております。現在の病院建て替え事業、これ

は本当に適切妥当なものなのか。私たち会派は、もう一度考えを見直し、少子化人

口減対策に力点を置く取組を優先すべきではないかという観点から、質問をさせて

いただきます。  

  本市が今、最も重点を置く政策は、地域創生、地域活性化への取組だと思います。

本市の人口は 10年前から 6,424人、率にしてマイナス 16.3％というふうに減少して

まいりました。今も少子化と転出超過によります人口減少に歯止めがかからない状

況にあります。人口や税収が縮小しながらも、地域の営みや住民の生活が充実した

ものになる仕組み。つまり、６月も述べましたが、縮充への導き政策、そういう方

策を編み出さなければならない時期を、私たちは迎えていると捉えています。  

  全国的に人口減少社会の中で、少子化の打開策に取り組む自治体は、子ども予算

を大きくし充実させる政策に力を入れています。本市も力を入れるべき政策は、子

どもを核にしたまちづくりであり、その中心を担う政策としては、子育て支援や教

育政策など、人への投資が重要と考えます。  

  市の人口ビジョンの中に、人口減少が与える様々な影響やリスクが書かれており

ますが、その一つに人口が減少した場合でも、行政コストを比例して減らすことは

難しく、行政サービスの低下や、１人当たりの行政コストが大きくなるというふう

に記されております。人口減少に歯止めがかからない中で、施策の取捨選択は重要

だと思います。  

  その意味で、大きな借金による建設と、持続可能な経営見通しが非常に甘い新病

院の建て替え事業を、重点的施策として推し進めることは、適切、有効な施策とは

思えません。病院建て替え事業は一度凍結し考え直すのが賢明だと思いますが、な

ぜ 155億円の事業を重点的施策として推し進めるのか。その根拠となる理由を市長

に伺いたいと思います。  

  二つ目ですが、縮充を創り出す希望ということで提案をしたいと思います。  

  それは、Ｊ－クレジットの取組だと考えております。森林の間伐事業などによっ

て吸収された二酸化炭素など、温室効果ガスを企業や消費者と取引し、そこで得た

資金を再び森林経営の方向に戻していくことで、新たな雇用の場をつくり出し、集

落を維持する若者、後継者も育つと考えられます。  

  カーボンクレジットの創出は、森林に新たな付加価値を創り出す取組です。本市
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は、千種町の公有林において、このＪ－クレジットに着手をされました。それは非

常に評価をしたいと思いますが、その規模は民有林全体の１％にも満たない面積で

す。本市には、３万 3,620ヘクタールの人工林があります。宍粟市には、約 33億円

相当のクレジットが潜在するという試算が成り立ちます。それだけのポテンシャル

があるクレジット創出の取組が急務だと考えます。  

  クレジットは、二酸化炭素の削減が難しい企業などが買い取る仕組みですが、民

有林個々にクレジットを創出する程度では、市場の需要規模に応えられませんし、

登録手続や費用負担が大きいことなどが課題としてあります。そこで、次の点につ

いて当局の見解を伺います。  

  一つは、市は二酸化炭素吸収量として年間 600ヘクタールの人工林整備を目標と

しています。この 600ヘクタールによる吸収量に関して、クレジットの創出はどの

ようにされるのか伺います。  

  二つ目、クレジットの取引に関心がある所有者の民有林を集約して、需要規模を

大きくすれば、企業取引が可能になりますし、ゼロカーボンシティの実現にも大き

く寄与すると思います。民有林の集約化によるクレジットの創出を提案いたします。

市の見解を求めたいと思います。  

  以上で１回目の質問を終わります。  

○議長（浅田雅昭君）  大畑利明議員の代表質問に対し、順次答弁を求めます。  

  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  それでは、政策研究グループグローカルしそう代表の大畑議

員の御質問にお答え申し上げたいと、このように思います。  

  私のほうからは、１点目のことについて御答弁申し上げ、クレジットの関係につ

いては、まず部長のほうから答弁させたいと、このように思います。  

  １点目の少子化対策云々のことも含めて、重点化のことでありますが、令和５年

度の予算におきましても、次世代への継承と創造をかけておりまして、子育て、教

育環境の整備に重点を置いた施策を推進し、安心して暮らし続けることができる町

を次世代へ継承する取組を進めておるところであります。  

  少子化対策の中におきましても、施策の優先順位において、他の市町でも取り組

んでおられる施策が、当市では取り組めていない施策もあるのも事実であります。

ただこれまでもそれぞれ順次、可能な限りできることから取組を進めてきたところ

であります。  

  私はかねてより、子どもの生まれた市町の財政状況によって、行政サービスが異



－81－ 

なったり、ややもすると、行政サービスの競争による住民の取り合いになっている

のではないかと考えたりすることもありますが、御質問のありました子育て予算の

拡充については、現状の情勢を考えますと、その方向性は先ほどおっしゃったとお

り私は同じだと、そのように考えております。  

  また、病院建て替え事業については、市の総合計画やあるいは地方創生総合戦略

を策定するためのアンケートでも、医療体制の充実も優先課題と捉えておりまして、

これまでも進めてきたものであります。同時に、私は医療をしっかり提供するとい

うこと、医療と教育というのが大きな課題でありまして、それは決して人口減対策

にならないとは思っておりません。  

  これらのことからは、総合病院の小児周産期医療につきましては、若者が定住で

きる町として、少子化対策の重要な診療機能であり、また引き続き地域医療の中核

的な役割を担う新病院にとっては、市民がまさに生まれ育った町で安心して暮らし

続けられる人口減少対策として、市の最重要課題への取組の一翼を担っているもの

と考えております。  

  繰り返しになりますが、今日の人口減、あるいは若い人たちの定着、あるいは子

育て環境含めてでありますが、地域医療の中でも中核的な総合病院の新たな病院へ

移行することについては、私は非常に重要な柱と、このように捉えておりまして、

病院の建て替え事業につきましても、今後も着実に進めてまいりたいと、このよう

に思っております。  

  なお、また先ほど質問の中ではありましたが、病院の有効性や経営目標が甘い病

院の建て替え費用との御発言がありましたが、私はこの新病院整備事業については、

非常に重要な施策と考えておりまして、先ほど申し上げた宍粟市の状況を踏まえ、

視点も踏まえると、地域活性化にも資するものと考えております。また、決して経

営目標も甘いとは考えておりません。  

  以上であります。  

○議長（浅田雅昭君）  中村産業部長。  

○産業部長（中村仁志君）  私のほうからは、民有林の集約化とクレジットの創出に

つきまして御質問にお答えさせていただきます。  

  １点目の年間 600ヘクタール分のクレジット創出を考えるべきではないかとの御

質問なんですが、間伐を実施しました森林がクレジットの発行できる対象とはなり

ますが、クレジットを発行するための認証は、森林経営計画の区域ごととなるため、

単純に間伐を行った面積を目標にはできないと考えております。  
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  ２点目の森林を集約化して、クレジットを創出することについてでございますが、

当市におきましては、千種町西河内内の市有林におきまして、先ほど議員のほうか

らもありましたように、実証的にＪ－クレジットに取り組む中で、現在プロジェク

ト登録に係る審査機関への登録申請をしておりまして、令和６年度秋頃のクレジッ

ト発行に向け、順次進めているところでございます。  

  今後発行したクレジットが、どの程度の価格で販売できるのかによりもよります

が、Ｊ－クレジットによる収益が、森林経営を補完していく制度であると思ってお

ります。そしてクレジットの認証単位が森林経営計画単位であることから、まずは

森林経営計画を策定しているものが主体となりまして、間伐などの森林整備により

得られた収益に加えまして、Ｊ－クレジットによる収益にも目を向けていただき、

発行し販売することが利益の最大化につながると考えていることから、今後は市の

実績をお知らせするなどして、相談等を受けてまいりたいと考えております。  

  以上です。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  それでは２回目の質問に入らせていただきますが、最初の

問題とクレジットの問題と非常に関連をしております。今日も午前中市長はこの総

合計画基本計画、それから総合戦略に基づいて行政を行っているというお話があり

ました。ここからいろいろ話を進めたいというふうに思うわけです。  

  ６月にも議論いたしましたが、人口減少の課題と要因というところで、市長は若

者の流出、特に女性の回帰率が少ないと、低いというお話がありまして、それの原

因についてはまだ十分分析してないというようなお話がございました。それについ

てその後、分析がされましたでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  水口市長公室長。  

○市長公室長（水口浩也君）  その部分につきましては、いろんな情報を分析という

ことはあるんですけれども、なかなかおっしゃるような課題の整理、あるいはこれ

が課題やといったところの特定というようなことは、少し難しい状況でございます。

そちらのほうまで進んでいない状況でございます。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  ちょっと理解できないんですけどね、回帰率が少ない原因

が分析できないというのは、ちょっと意味が分からない。その仕事を毎日されてる

んじゃないんですか。これ豊岡なんかも、前の市長なんかがよく分析されて、本も

出しておられる。市長お読みになってございますか。豊岡はどのように分析された
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が、少し述べてください。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  担当に携わられた、ちょっと名前出てこないんですが、春に

お越しいただいて、いろいろお話をさせていただきました。同時に職員にもいろい

ろプロジェクトの中でもお話をしていただきました。前の市長さんともいろいろそ

の話をさせていただいたんですが、その後ですが、先ほどちょっとありましたが、

私は６月であってその後の女性の回帰率の問題で、実は商工会の幹部の皆さんとお

話をさせていただきました。  

  県も交え、先ほど申し上げた豊岡の参事だったと思うんですが、その中で特にや

っぱり働き方改革の中で、女性がいかにして子どもを産み育てて、働きながらでき

る。どういう職場の雰囲気をつくっていくか、環境をつくっていくか、このことも

一つは大きな課題だということであります。  

  それからもう一つは、豊岡もそうだったんですが、やっぱり地域にいろんな意味

で産業も経済も、あるいは人の営みや文化もそうで、歴史もそうでありますが、誇

りを持って育っていって、誇りを持ってそこに生まれ育ったことが非常に大きな要

素だと。その一つに芸術大学をつくったというお話を市長から聞きました。そこに

そういった大学があるんだということが一つの誇り。こういうお話を聞きました。  

  したがって、そのことが必ずしも全員ではないんですが、少なくともいろんな事

情があって転出して、大学へ行ったりあるいは勉強したり、あるいは社会へ出て、

いずれにしてもいろんな事情があったときに、ふるさとへの回帰をする思考が働く

と。こんなこともおっしゃってましたので、そういうことが非常に大事な要素だと

思っています。  

  それは必ずしも一つの施策だけではなしに、トータル的に物事を整理する中で、

まさに女性の場合についても、男性もそうでありますが、働く場所あるいはそこで

生まれ育って、あるいはこれからもそこで住み続ける。その思いをどう持ち続ける

かが大きな勝負だと、こんなお話をさせていただきました。６月以降はそういうこ

とであります。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  私も本を読ませていただきました。今市長が言われたこと

も含まれておりますが、もう少し具体的に書いてありましたね。４点ほどあります

けど、経済的、文化的な魅力が乏しいことね。豊岡の分析ですよ。これは宍粟にも

当てはまるんじゃないかなと私は思います。それから、女性それは男性も含めてあ
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ります経済的な問題はね。だけど女性特有になれば、女性がこの町でキャリア形成

ができるかどうかというところを、一つ分析されておりました。  

  一番大きな原因は、根強いジェンダーギャップが存在してることじゃないかと。

要は家事や育児や介護、そういうものの役割分担が、女性に押しつけられている。

そういう町に帰って、キャリア形成も含めて、女性が生き生きと活躍できるかどう

かという辺りを分析されておりましたね。それでそこ辺りに財源を充当されたり、

ジェンダーギャップの問題に取り組まれたというふうに、その後の経過になってる

だろうと思います。  

  私も６月から、市長は今も十分５年度の予算で、子育てに関して入れているとお

っしゃってましたが、まだまだ私は十分ではないと思ってまして、６月にお話させ

てもらったところ、やはり財源の問題があるというふうにおっしゃった。税金とい

うのはもう貴重なものだから、最少の経費で最大の効果を発揮するように使わなけ

ればいけないということもおっしゃった。そういうことで、私はその財源の問題、

それから税金の使い道の問題、こういうところから、今がどうなのかということを

考えていかなきゃいけませんが、やはり決定的に、さっきも言いましたが、子育て

なり女性に対するお金が十分でないですから、一番出産率が高い年代層、 20代から

39歳、ここの出生率が高い年代の方々の転出が非常に多いですね。この５年間で

530人、全体で出生率を計算する年代層で 1,000人から減っている中で、半分をこの

若い層が占めているというのは、ここは異常だと思います。  

  だから、こういうところの分析をしっかりやって、最少の経費で最大の効果とい

うふうにおっしゃったり、税金というのは貴重なものだからという使い方を考えな

あかんとおっしゃるんやったら、こういうところじゃないですか、使うところは。

病院も大事ですけどね。まずこういうとこじゃないでしょうか。その分析から今の

使い方についてどうですか。十分効果的に使っていると思われますか。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  当然冒頭の話に戻りますが、ジェンダーギャップの話も当然

出てきました。その話は触れませんでしたが、当然宍粟市もそういったことについ

てないようにということで、先ほど申し上げたようないろんな団体との話をし、あ

るいは広くいえば、男女共同参画社会を共につくりましょうという動きも徐々に広

げております。それが１点であります。  

  それから、最少の経費で最大の効果は、私はこれは行政を執行する側としてはも

う当然究極の大きな命題だと常々考えております。ただ、集中的にどこに投資をす
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るか。どこに経費をそこへ投入するか。あるいは貴重な税をどこに投入するかとい

うことでありますが、少なくとも宍粟市も可能な限り子育て対策含めて、それにつ

いては可能な限り現状の状況を見たときに、一つはいわゆる予算を投入していこう

という考えには変わりありません。  

  ただ、それぞれの自治体によって、いろいろもう御存じのとおりでありますが、

このやつをやっても、このやつはやってない。この地域にあるものを重点的にとか、

いろいろこれは選択をしながら各自治体もやっているのは事実であります。全てを

網羅的にそれぞれの施策の中で財源投入をするかというと、なかなかこれは６月も

申し上げたとおり、財源の課題もあって非常に厳しい状況もあるところであります。  

  したがって先ほどおっしゃったように、転入転出の状況はつぶさに毎月見ており

ますが、転入転出の状況そのものは全体数は減っておりますけども、出る年齢層は

そういうことでありますので、先ほどおっしゃった特に女性の場合のそういった状

況については、今後しっかり手を打たなくてはならないと、このように考えており

ますので、現段階でそこに何を打つかということは、今日の段階ではありませんが、

私は必要なことだと、このように考えております。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  そこで、私たちの会派から少し提案をしたいと思うんです

が、やはり私はそういう人口減少、少子化問題の解決のために何をすべきかと、三

つほど考えましたが、基本的にはこの地域のローカルを磨くことだと、磨き上げる

ことだと思います。この宍粟市のよさをもっともっと磨いていくことやと思うんで

すね。宍粟市の強みというもの、ない物ねだりをするんじゃなくて、ここにもある

強み、それを基にした戦略。  

  何回も言いますが、縮充の仕組み、これをつくっていただきたいと思います。今

あったように、ジェンダーギャップを解消するというのは、これはもうイの一番で

す。二つ目には、自然資源とか地域資源を生かすという取組が二つ目です。そして

三つ目は、財源を確保していくために、もう希望が持てない施策、少し有効的じゃ

ない施策、こういうものの見直しとか廃止だと思います。その最たるものが病院だ

ということを一つ言いたいわけですが、これ後回しにします。  

  宍粟の強みで、先ほど話しているＪ－クレジットがあるんです。これはもう何回

も私 10年間言い続けておりますけども、何年か前に市長とＳＤＧｓのやり取りをし

たときに、新国富指標という話をさせてもらったと思います。新しい国が富む指標

ですね。これは持続可能性というのを客観的に評価する指標らしいんですけども、
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その新国富指標から宍粟市の位置を見た場合、宍粟市は兵庫県下の第３位に位置す

ると。神戸と豊岡に次ぐ第３番目です。  

  宍粟市の強みは、自然資本の価値が相対的に高い。この自然資本の価値が相対的

に高いということは、何かというと、詳細的にもっと見ますと、生態系のサービス、

物をつくるとか、水を生むとか、いわゆる生態系のサービスとか、あるいは二酸化

炭素の吸収量、これは全国的にも非常に高いという数値が出ています。これはもう

誇れるところだと思います。これを生かした、これは宍粟の強みですよ。気候変動

対策、今叫ばれております。そういう追い風ですね。そういう中で宍粟市の一番強

みのある、この自然資本の価値を生かした取組をすべきだと思うんです。  

  それが今日提案しているカーボンクレジットなんですよ。さっきの答弁からいう

と全く希望を持てませんね。これだけの資本がある、ポテンシャルがある町が、今

部長が答弁したことでよろしいですか。市長どう思われますか。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  私も前々から大畑議員から、クレジットの話で当初は簡単に

できるんかなと正直思いよったんですが、なかなか規制があって難しい。それから

登録手数料、地域になげてもなかなか難しい。ようやくここに来て、実はこういう

形になって、今年度予算の中で持たせていただきました。ああいう形でほぼ 10年ほ

どかけて手入れしていた山をああいう形で、 16年間これからやっていきましょうと

いう動きがありました。  

  私は大変申し訳ないんですが、当然資源とか、あるいはそれを使って財源も確保

しながら経済循環していこうということなんですが、それの取っかかりは確かにこ

れまで言われたことに、ひょっとして遅かったかも分かりませんし、先進もあると

ころもあります。しかし私はようやくスタートしたところでありまして、ぜひこれ

を拡大していきたい、このように考えております。  

  したがって、これから正直 4,000ヘクタールの市有林を含めて、人工林の中で市

有林、これは随分長い間しっかりすると、市のある意味の財源の確保にもつながっ

たり、経済循環につながっていく可能性を秘めておりますので、これをぜひやって

いきたいと、このように思っています。  

  付け加えて、いわゆる民有林でありますが、民有林は御存じのとおり今回の森林

経営計画を含めて、森林経営計画を定める中で、クレジット販売ということになっ

てくるわけでありますが、小さな民有林ではなかなか難しいと。したがって、民有

林をお持ちの方、場合によっては、観光林と民有林と一緒になってとか、こういう
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ことで森林経営計画を定めて、しっかりした上でクレジット販売に市場に乗せてい

くと、こういう動きをしなくてはならないと、このように考えております。  

  そのためには、まず市も先導的な役割を持たないかんのは当然でありますが、い

わゆる林業事業者、例えばでありますが、森林組合さんにもそのノウハウを持って

いただいて、そこが中心になって民有林をまとめていただく、クレジット販売の手

続やいろんなことをしていただく、そこに行政がどれだけ支援できるのか。そうい

うことも加味しながら、スタートさせていただきたいと、こう思っておりますので、

おっしゃる意味は理解しておりますので、ただいよいよスタートしましたので、こ

れから皆さんと一緒になって、より魅力あるクレジット販売だったり、あるいはそ

れを通じて森を豊かにしていく。それからＣＯ ２の削減に努めていく。この方向性

を間違えないようにしていきたいと、このように私は今、理解しております。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  考え方は、前向きに考えていただいていると受け取りまし

た。それで部長のほうからおっしゃった、もちろん森林経営計画を立てて、造林間

伐事業をやっていくわけですけども、この 600ヘクタールというのは、市の地球温

暖化対策に書いてあるんです。毎年 600ヘクタールの間伐事業やりますよというこ

とが、それだけだったら、間伐してるだけの話なんです。そこに二酸化炭素を吸収

するという新たな価値をつけることができるので、それを同時に取り組まないんで

すかという話をしたわけですけども、十分なお答えがなかったんですが、そういう

ところに結びつけようというお考えはないんでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  中村産業部長。  

○産業部長（中村仁志君）  今、大畑議員がおっしゃられた 600ヘクタールの目標数

値なんですが、先ほども御答弁させていただきましたように、まず森林経営計画を

立てて、施業する面積とそれから森林計画が立てられないような条件不利地の間伐

地、そういったところも含めての 600ヘクタールで定めております。  

  それで、今Ｊ－クレジットに取り組める要件というのが、先ほども言いましたよ

うに、森林経営計画を策定するということが要件になっておりますので、まずそう

いった事業地で主体になっていただく、先ほど市長もありましたように、林業事業

体いわゆる森林組合を含めた林業事業体さんとか、あるいは作成者が森林所有者の

場合もございますので、そういった方々に積極的にＪ－クレジットに取り組むこと

によって収益性のアップというところも、こちらのほうではまた促すといいますか、

そういった取組を啓発するような、そういった御相談も積極的にさせていただこう
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という中で、そういったＣＯ ２の削減に向けた取組に努めてまいりたいと思ってお

ります。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  やろうという考えを持ってもらえるということは分かるん

ですが、こういう新たな森林の施業に対して付加価値がつくんですということは、

市民の方が全て御存じじゃないと思いますね。そういう時代が来てるということで、

これが地球温暖化の貢献にもなるし、その収入でもってもう一度森林を経営するこ

とになるんだと、つながっていくんだということを、もっともっとＰＲをしていた

だきたいと思うんですよ。  

  市長からも先ほどありましたが、市とそれから宍粟森林組合、そこに組合に加入

しております各個人、そういう方がその方向性を認識されないと、取り組もうとい

うことになかなかつながっていかない。これ、国が認証してクレジット・お金にな

るわけですから、期間がすごくかかりますね。最大４年かかるというふうに話を聞

いております。それだけの事業ですから、やっぱり後回しになると、もう時機を逸

してしまう。そしてもうどんどん全国的には他の自治体が取組を先行してやってお

りますから、もう後追いになったら、クレジットはあるのに買ってもらえないとい

うことになりますから、やっぱ早く取り組んだほうがいいと私は思います。  

  そういう意味で、もっともっと今やっと公有林で始めたから少し待ってくれじゃ

なくて、もう同時並行的にぐらいの気持ちでやらないと、チャンスを逃がすと私は

思いますけど、いかがでしょうか。  

○議長（浅田雅昭君）  中村産業部長。  

○産業部長（中村仁志君）  大畑議員おっしゃるように、やはり事業者への周知とい

うところは非常に大事かなと思っております。そういったこともありますので、今

後今宍粟市のほうで環境の実行計画というのを定めておるんですけども、それをよ

り具体的に示すような、そういったロードマップ的なところも、市民、事業者向け

には出していきたいなと。特に市民向けですね、そういったものについて、また早

急に出していきたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  やはり経営計画を立てられないと、これは駄目ですよとい

うような話をしてたら駄目なんで、経営計画を立てられるように、やっぱり不在地

主も含めて、しっかりと調査をする必要があるということで、これは九州の宮崎で
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始まっておりますけども、森林林業のＤＸに取り組んでおられます。これも林野庁

のちゃんとした補助金制度がありますから、そういうものに取り組んで、まず森林

クラウドというものでしっかり全体を把握して、そしてどういうふうに集約するか

というところをデータ的にやってますよね。  

  でないと、一々山に行って調べるわけにはいきませんので、やはりドローンとか

いろんなＩＣＴ機器を使いながら、そういうことが早く進むようにやっている地域

もありますので、そういう研究はなさっておりますか。  

○議長（浅田雅昭君）  中村産業部長。  

○産業部長（中村仁志君）  今の例ですけども、兵庫県でいいますと恐らくですが、

森林クラウドシステムの話かなというふうに思うんですけども、その部分について

は兵庫県のほうで構築されて、それで今後より山の施業とか樹齢それから財政です

ね、そういったものも含めまして、より見える化するようなそういうシステムを構

築されてるということで、また市町のほうにもそういったものが下りてくると聞い

ております。  

  そういった物を使って、今後やっていただくのは、あくまでもその林業事業体の

方になりますので、そういったところにスムーズに使っていただくようには、また

こちらのほうでも指導させていただこうかなと思っております。  

○議長（浅田雅昭君）  よろしいか。  

  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  これぜひ部長にも、もうしつこいほど私言いますけども、

宍粟が持ってるこの自然資本の価値というものを、もう一度部の皆さんの中で共有

していただいて、やはりこの強みを生かしたまちづくりをしようじゃないかという

ことで、本当に真剣にこれを市長のほうに提案をしていただきたいと思います。  

  特に、それぞれ個人がばらばらで森林経営が今成り立たないので、もう諦めてし

まってる状況なんで、もう一度この森林経営に意欲がいくように、そして若い人が

その仕事を通じて仕事場を確保できるようにという、非常に持続可能な取組だろう

と私は思っておりますので、ぜひよろしくお願い申し上げます。  

 市長よろしいでしょうか。一言お願いします。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  基本的に、前提には私は林業を成り立たせないかんと、こう

思っています。いわゆる平たくいえば、収益力の高い儲かる理由をやっていかなあ

かん。その上にどう付加価値を高めていくかということなんです。  
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  それからもう一つは、現状のいろんな施策の中で、御存じのとおり森林環境譲与

税も含めて、新たな森林管理システムというのが導入されました。それは不在地主

もあったり、いろんなところがあったり、それからいわゆる意欲もない森林もしっ

かり手入れしていって、意欲のある人と意欲のない山、それぞれ本格的に森を守っ

ていきましょうという制度。これも両面で今現在進めておるところであります。  

  したがってやっぱり、農地も一緒ですけども、いわゆる儲かって希望がないと、

なかなか山に入らないということもありますので、そういう意味では付加価値も含

めて、我々行政としてはどんどんＰＲして、みんなで頑張っていこうということを

しないと、なかなか山を守れないとこう思っておりますので、そういう観点でさら

に進めていきたいと、このように思ってます。  

  それからもう一つは、やっぱり水源林としての役割もしっかり持っていただく必

要があると思うんで、いったら両面からしっかりこの森を守り育て、次代へつない

でいく。この役割の循環をつくっていく必要があると、このように捉えています。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  何回も言いますが、新国富指標、ＳＤＧｓの観点からいう

と、非常に宍粟市はポテンシャルが高い町であると、そこに自信を持って進めてい

ただきたいというふうに思います。  

  そういう中で、現在の建て替え病院、ちょっと耳が痛いところへ入りますが、私

はこの政策の見直しの筆頭じゃないかなと思っております。やっぱり市民のニーズ

に合っているかどうか。それから市民の利益になっているかどうか。こういうとこ

ろからの視点で評価をする必要があるんだと思います。確かに医療も重要です。私

たちは医療がどうでもいいと言ってるんじゃありません。その中身を言っています。  

  人口減少になると思いますとおっしゃる。人口減対策にこれもつながると言われ

ましたが、それは何でもつながりますよ。でもここに書いてありますかということ

です。これを重点的にやるということを、私たち議会も認めたわけですね。この基

本計画総合戦略、ここにはそんな一丁目一番地の事業ではないんですが、最近特に

市長は医療と教育ということを、何か一丁目一番地のようにおっしゃっている。そ

れはどこから来るのかということをもう少し教えていただきたいんです。  

  市民のニーズに合っているか、利益になるかという意味で、私は少し疑問なのが、

この地域創生地域活性化の目標に対しては、少しこの病院というのは、今の計画と

いうのは無理があるように思います。経営の問題です。令和４年度の決算が出てま

いりました。医業収益で 34億円でした。昨年より 7,000万円減っております。とこ
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ろが４年後、今のままでいくと開院の４年後では、 40億円の収益が必要になる計画

です。今より６億円増えなければなりません。そういうことが可能でしょうか。  

  逆に、減価償却費が大きなものを建てるという関係で、今の４倍かかります。医

業費用は令和４年度決算では 39億円ありました。これは当然増えるでしょう。人件

費等がかかりますから、それが４年後には 48億円になります。９億円増えることに

なります。やはり、ちょっと医業収益の見込みが甘いんじゃないかなというふうに

考えます。一般会計からも、これまでと同様のルールで支援するというふうにおっ

しゃいますが、ルールは一緒ですけど金額は違いますよ。持ち出しが増えます。こ

ういうこともいろいろと考えますと、やはり内容的には見直す必要がある事業だと

いうふうに思います。  

  それと、私たち会派で直接市民に声を聞くために足を運びました。幾つか声があ

ります。やっぱり市民も今非常に生活が苦しいと、これ以上いろんなものをつくら

んでほしいと、行政はもっと節約できんのかなということをおっしゃいました。そ

れから北部の方は、基本計画から 30億増える。旧３町に 10億円ずつ、地域医療を充

実するために使ってもらうほうがよっぽどいいと。そういうこともおっしゃいまし

た。  

  こういう、市民の声が反映されないまちづくりというのは、私は失うものも大き

いというふうに思います。この肝心の議会、議会も全会一致じゃありませんよ。賛

成多数で、いろんなこれまで予算が通ってきました。でも、私は実際は可否は拮抗

してるとみています。なぜ通っていくのか。これは１人、２人の差によって、多数、

数の論理で決まっていく議会制民主主義の話ですね。  

  でも、宍粟市には自治基本条例があります。住民自治という観点から、この事業

を考えていかなければいけないと思います。本当に市民の声が反映された施策なの

かどうか。これ総合計画の中に、宍粟総合病院の充実という項目が、これは基本施

策の 20、地域医療の充実の中に総合病院が出てまいります。ここには主な取組とし

て、総合病院のことについては、市民の声を反映した構想のもと、さらに市民の声

を反映しつつ、新病院の建設に取り組むと書いてあります。このとおりになってい

るでしょうか。  

  私は、新病院の凍結、考え直しをぜひやってもらいたいと思うんです。問題はそ

のキーワードは、子どもたちが暮らす未来です。そこをテーマにしてもらいたいと

思います。本当に子どもたちが暮らす未来に、有効、効果的な政策なのかどうかと

いうことです。それを私たちは導き出さなければいけないと思います。未来につい



－92－ 

て考えていくなら、今署名運動とかいろんなものが起こっています。そういう市民

に反目をしていくんではなくて、同じ土俵に上がって、子どもたちが暮らす未来に

おいて、公立病院、新病院はどうあるべきなのかということを、問いを提出をして

対話をすることだと私は思いますよ。なぜそれができないのか。  

  僕はがっくりしました。新聞折り込みのチラシ見苦しいですよ、あんなもの。何

人かの方が私に言ってこられました。何なんだこれはと。出すんやったら、新聞折

り込みではなしに、広報に織り込んでもいいじゃないかと、お金の使い方も問題だ

と。しかし、話合いもせずに、こういうふうにやるのは非常に見苦しいということ

を言われました、本当に重点的に進められようとするんであれば、今私が申し上げ

たように、子どもたちが暮らす未来をテーマに、病院の在り方を話し合うべきじゃ

ないですか。  

  市長、私たち会派として、これ譲れない線なんですけどね。答弁いただきたいと

思います。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  いろいろおっしゃいましたが、何点かありました。当然行政

の全般のそれは当然節約しながら、最少の経費で最大の効果を出す。このことは繰

り返しでありますが、そのとおりであります。ただ一丁目一番地で、市長がどんど

ん言いようがということでありますが、私はこれからの町を考えたときに、やっぱ

り教育と地域の医療、ましてや中核をなす総合病院の役割というのは非常に大事だ

と、当然、周産期であったり、小児科だったり、内科だったり、外科だったりと、

こういう意味では非常に重要な課題やと。  

  それは決して、子どもたちの未来をそぐものではない。むしろ子どもたちに安心

して、次代にしっかりそういったものをつないでいく今私たちに役目があると、こ

のようにお話をしているところであります。もちろん地域総合戦略の中に、人口減

少対策はいろんな政策があるわけでありますが、総合的に政策を総動員をする中で、

この町を持続可能にしなくてはなりません。中でも、全てを充実してできるわけで

ありませんので、特に医療それから教育、このことを中心に当面やっていきたいと

いうことを私は申し上げておるところであります。それが一つあります。  

  それから、いろいろお話も聞かれておるようであります。 30億円だったら 10億円

ずつばらまけと、本当にそんなことがいいんでしょうか。むしろそういうときには

反論して、そうじゃなしに未来に向かってどうなんだ、当市はと。私はぜひ言って

ほしいなというふうな気もします。  
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  それから３点目でありますが、議会で賛成多数でという。私はこれまでも議会と

いうのは、民主主義の根幹をなすものだと、その中でいろんな御意見があって、最

終的に賛成、反対の討論、その上で多数決だったり、それから採決されるわけであ

ります。それで我々が提案して、当局が提案して、いろいろ御議論いただいて、賛

成多数にしても、可決されれば執行する責任があるわけであります。その責任は、

最小の経費で最大の効果で、将来を見通してどうかということで執行していくわけ

であります。  

  したがって、私はその点では先ほどおっしゃったように、議会で私はそれぞれ

粛々とこれまでもいろいろこの中で御議論いただいたと、その結果だとこのように

考えております。  

  それから最後でありますが、土俵でというお話もありました。私は含めて議会も

含めて、私たちは私たちが目指すべき社会に向かって、未来に向かって、皆さん方

の意見は違えど、同じ土俵でこれまでも議論をしてきました。その結果、先ほどお

っしゃったように、大畑議員の言葉が借りれば、反対される方あるいは見直しをさ

れる方が署名をされていると、このように聞いております。  

  中にはひょっとして、公職の立場の人も一緒に署名に行かれてるかも分かりませ

んが、私はそれぞれの個人の自由ですから、何ら言うことはありませんが、私たち

はこれまでも、真摯にいろんな方々とお話して、この数年で結果として今現状があ

ると、このように理解しておりますので、答弁としてはそのようにしか答弁できま

せん。  

  以上であります。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  たくさん言っていただいたんで、全部反論できるかどうか

分からないですけど、根本的に最初に言いましたように、やはり少子化対策、人口

減対策、これ基本ですよ。どんどん人口が減っていって、病院が成り立たないわけ

でしょう。だから、できるだけ人口を維持していって、病院経営も、その試算に合

うように持っていかなければいけないわけじゃないですか。ベースはやはり人口で

すよ。ですから、そのためにやるということ、重点人口減対策が最重要課題って書

いてあるんですよ。だから言ってるんだよ。そのことをやっていく必要がある。  

  そして、宍粟にはもっともっと新たな価値を生むものもある。そういうことで財

源を確保しながら、まちづくりを進めていく。そう見たときに、この事業が果たし

てどうなんかということを、もっともっと吟味しなければいけない事業があるだろ
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うと。その一つがこの大きな病院だということを申し上げてるんです。医療が要ら

ないなんて一言も言ってませんよ。  

  ですから、こんな大きな物をつくって、赤字がどんどん膨らんでいくような中身

で、私たちはそう見てますよ。今後もそこに投資できるお金がなかったら、若い人

はとどまってくれますか。子どもを産んでくれますか。だから、そういう町の基盤

がだんだん弱くなっているときに、この事業がいいのかどうかということを、もう

一回きちんと評価をすべきじゃないですかということを申し上げています。  

  そのために、そういう将来に向かって、本当にこれでいいのかということを市民

と同じ土俵の上で議論するのが、それが市長の責任じゃないんですか。そのことを

申し上げているんです。そういう場をつくっておられないんじゃないですか。だか

ら、何がこの 155億円の事業を推進したい根拠になっているのか、全く分からない

私。チラシを見ても建物の老朽化、建て替えが必要な時期に来ている。こんなもの

は根拠じゃないですよ。動機ですよ、こんなもの。建て替えしなければならない動

機にすぎませんよ。  

  なぜ、これだけお金をかけて建て替える必要があるのか。根拠ですよ。それを述

べておられませんね。市民に信頼され、医療従事者からも選ばれる病院、新しい建

物になったら、医師が選んでくれるとでも言いたいんでしょうけども、そんな医師

は次々新しい病院に変わっていかれるでしょう。新しいのもいつまでも続きません。

そんなことは根拠になりませんよ。この病院を建てる根拠には。だから私から見れ

ば市長がやりたいとしか映らないんですよ。  

  根拠さえ示してもらえたら、私も納得するような根拠を示していただけたら、こ

んなぐじぐじ言いませんよ、この問題に対して。もっとほかのことをいっぱい質問

したいですよ。でも、この事業を幾ら言っても進めるとおっしゃるんです。明確な

根拠を示してください。なぜこれだけお金をかけてやる必要があるんですか。  

○議長（浅田雅昭君）  反問を許可します。  

  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  それで反問させていただきたいと思います。少し分かりにく

いのでお尋ねしたいと思います。  

  いろいろ、るる説明がされました。一つは私も市もいろいろこれまで説明してき

たところでありますが、先ほどおっしゃったように、なぜこんな大きな病院が要る

のかと、大畑議員は大きな病院って、どんな病院がいいのか。もし可能でしたら教

えてください。  
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○議長（浅田雅昭君）  答弁を求めます。  

  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  どんな病院、だからずっと言ってます、身の丈に合った病

院です。だから経営が成り立つ病院です。これ、市民病院ですからね、オーナーは

市民ですよ。市民に過度な負担がいかない病院。そして病院を維持するために、ほ

かの事業がおろそかにならないようなものですね。そういうものを考えていただか

なければいけない。現実に合ってないじゃないですか、決算の医業収益からこれだ

け一遍に収入が上がる……。  

  いやいや、だから、だからそういうふうなだから、どんな病院がいいかとおっし

ゃるから言ってるんです。  

○議長（浅田雅昭君）  規模の話でしょうか。  

○１１番（大畑利明君）  同じ大きいって、高額。金額が大きい、高額、大きなって、

そういう意味ですよ。規模なんて金額じゃないですか。  

○議長（浅田雅昭君）  よろしいですか。大畑議員が言われた大きなと、今市長が言

われた大きなということで、反問されてますので、それでお願いします。  

○１１番（大畑利明君）  だから大きなというのは、高額だという意味です。採算に

合わない高額な病院という意味です。再三言ってますじゃないですか。規模が大き

い小さいなんて、そんなことを言ったことありませんよ、今まで。  

○議長（浅田雅昭君）  分かりました。金額ですね。  

○１１番（大畑利明君）  金額が大きい。その金額が、この金額が必要なだけの説明

がないということを聞いています。  

○議長（浅田雅昭君）  金額ということです。  

  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  ありがとうございました。金額が大きいという意味ですね。

通常大きいというと、かさが大きいとか大きなとか。理解できました。  

  それでは金額の状況についても、これまでいろいろなことを説明もさせていただ

きました。もう時間はわずかでありますが、今日副院長もおりますので、何回も説

明しておりますので、その金額の問題やら、そのことで答弁させたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  菅原副院長。  

○総合病院副院長兼事務部長（菅原  誠君）  確かに病院事業の事業費が、今現在お

示ししているベースが 150億円を超えるということで、非常に宍粟市にとっても大

規模投資事業ということには間違いございません。ただ、以前から申し上げてます
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ように、 150数億円の中には、医療機器の購入もありますし、医療機器の購入とい

うのは何も新たに購入するのではなくて、病院というのは常に持続していく。すな

わち必要な物は更新していかなあかんわけですね。建物、設備、医療機器、必然的

に規模の大小にかかわらず、機能的に必要なものは常に更新していきますから、医

療機器につきましては、御承知のとおり、安価な物から高額な物もありますし、当

然、たまたまこの今新病院の整備事業の中で、医療機器の更新を迎えている物もご

ざいます。  

  建物につきましては、老朽化ということで、もう基本構想基本計画この中で、再

三御説明申し上げてきたところであります。もちろん、その規模がというのは、事

業費が非常に結果的に現在高くなっておりますが、それは決して豪奢の物をつくっ

ているのではなくて、基本構想基本計画に基づいて積み上げた結果、この宍粟総合

病院として、この西播磨北部の地域医療を担う中核的病院として、必要な物をこう

いう財政状況の中でありますけども、関係者が知恵を絞ってこれぐらいでいかざる

を得ないと、こういう判断をさせていただいたところでありますし、いろいろなお

声は聞いておりますが、新しい病院でないと医師が来ないというわけではありませ

ん。  

  ただ、医師というものは、当然患者さんを診て何ぼのものみたいなところもござ

いますので、患者の来られないところには医師は来ませんし、医師もやはりどう言

うんですかね、日進月歩の医療技術、こういうものを駆使して良質な医療をできる

だけ患者さんに提供したいと、こういう思いで全国の医師は取り組んでるわけです

から、宍粟総合病院で今仕事をさせていただいている医師の先生方も、みんなそれ

ぞれそういう思いでやってるわけですから、当然働きやすい環境、それから良質な

医療を提供できる環境を整備するのは至極当然なことでありますので、お金の問題

は当然無視してるわけではありませんけれども、そういったものを総合的に勘案し

て、今現在事業を進めさせていただいてるところでございますので、御理解いただ

きたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  11番、大畑利明議員。  

○１１番（大畑利明君）  もう何回も聞いてきました。だから基本構想基本計画のと

きから異論があるということを申し上げておりますが、もうこの事業を推進したい

根拠が全然説明されていないんです。だから、私たちもほかの病院のこともいっぱ

い調べてますよ。前にも言いましたが、高砂にしても加西にしても、一旦立ち止ま

ったじゃないですか。いろんな状況の変化によってね。そういう市長選のこともあ
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りましたけども、そういう判断の市長も現れたりしましたよ。でも、宍粟はそうい

うチャンスがまだないですから、自分たちがこれだけ必要なんだということばっか

りおっしゃってるんですよ。  

  それに対して異論を述べても、それは必要ないという形ばっかりなんでね、だか

らずっとこの間来てるわけですけどね。だから、市長に僕この事業を推進したい根

拠は何なんかということずっと聞いてるんです。私たちはこの事業だけで見てるわ

けじゃないんですよ。副院長は、病院のことを一生懸命考えておられるでしょうけ

ど、全体の事業が、市の財政的な問題もありますから、全体のことを考えなあかん。

そこを市長にコントロール願いたいわけです。  

  それで、これだけ病院にかかったら、大変じゃないかということを言っているわ

けです。でも何もおっしゃらない。それに対して問題ない、問題ないばかりです。

本当にそうですかと。実際に一般財源の持ち出しも増えますよ。そして赤字も膨れ

ますよというお話をしても、何もおっしゃらない。時間がありませんね。  

  最後に、根拠だけ述べて答弁してくださいね。それだけ。  

○議長（浅田雅昭君）  福元市長。  

○市長（福元晶三君）  根拠というか、考え方も含めて、これまでも何回も説明した

とおりでありますし、当然私は包括的に全体の、例えば 230億円の一般財源の中で

どう支出して、こうして歳入歳出のバランス、そのうち特別会計の病院会計はどう

あるべきか。これもシミュレーションも含めて。ただシミュレーションを合うとん

かい、そんなもん勝手につくっとんがいということでありますが、我々はそれぞれ

の専門の人たちや、いろんな形でシミュレーション。あれが 100％と言いません。

それに向かって財政の在りようも考えたりして、私は判断しておると、こういうこ

とであります。  

  したがって、根拠というのは、これだからこれと、包括的に私はこれまでも申し

上げてきたとおりでありますので、さらに今後も市民の皆さんにいろんな意味で、

できるだけいろんな意味で分かりやすく説明したいと思うんですが、どうも対峙ば

っかりの話になるのはよく分かってます。しっかりと発信もしながら、努めていき

たいと、このように思っています。  

  それからもう一つ最後でありますが、８月の２回のチラシでありますが、一方で

はそうだったんかいと。いろんなことを聞いたけども、税金が高くなるんやと、そ

れで税金が高くなると思いよったけど、そうかいやと。決して税金が高く、税金と

いうのは非常にハードルがあるわけであります。いろんなことも。当然、場合によ



－98－ 

っては、いろんな公共料金も上がるかも分かりません。それは保証できませんが、

そういったこともありますので、しっかりと考え方を示したと、このように思って

ますので、それはそれなりに、それぞれの考え方があろうかと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。  

○議長（浅田雅昭君）  これで、政策研究グループグローカルしそう、大畑利明議員

の代表質問を終わります。  

  これをもって本日の日程は終了いたしました。  

  次の本会議を明日９月６日午前９時 30分から開会いたします。  

  本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。  

     （午後  ２時４０分  散会）  


